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原 著一
人 工 氣 胸 時 の胸 腔 内厘 曲線

ノ

國立栃木療養所・慈恵医大林内科

松 尾 公 三

第1図
第1章 緒 言

人工氣胸時に於ける胸腔内圧の動揺は水圧計に

.よつて読み取 られる｡此 の水圧計に表れ允胸腔内

圧の動揺を直接 キモグラフィオンに蓮結させて描

写する事は何 らかの便値があると考えられる｡す

でに ①Raybaud及 びOlmerの 記載があ り、(2)

DaufaUltは 之に依b胸 廓蓮動 との関係を調ぺ、⑧

Gordonは 人主氣胸施行時の不測の偶発事故の発
●

生方法を内圧曲線より図示 し、(4)Camer0n・ ⑤ .

Deeganは 横隔膜神経切断時の内圧を≒描写してい

る｡

胸腔内圧の動揺を図示することに依 り、人工氣

胸による虚脱歌態の変化に俘つて正常呼吸曲線が

乱れて來 る事 も想像せ られ、体位の変動による内

圧の変化、更に氣胸により反対側胸腔への影響、

即ち一時的に しろ反射現象、縦隔費移動及び至動
警

擢}等も想像 され る｡

筆者は此の間の檬子を知るために次の装置によ

リキモグラフィオ ン描写を取つた｡ρ
嬬

第II章 實 験 方 法 ◎

兎及び國立栃木療養所入所患者を対象 とし、其

の都度透覗及び撮影によつて比較した｡

第1図 に示す如 く池田氏改良グラース式人工氣

胸器の水圧計の水を除き、之をゴム管にて水圧計

及びタ ンプールに蓮結 してキモグララを取ると共 ・

に内圧を読み取つた｡之 は吾々の日常人工氣胸施

行中の水圧計の動揺を直接描写せしめるためであ

る｡

吹に第2図 に示す如 く唯氣胸針をゴム管に蓮結

第2図

ピ

し、第1図 と同じく水圧計及びタ ンプー ル に 導

き、之により胸膣内圧を直接描写せ しめた｡

以上のタンブールには外科手術用ゴム手袋の一

片を張 り、氣胸針はDenecke氏 針を用い、すべ

て氣胸側上位 を取 らしめ、唯反対側胸腔内圧描写

の時は氣胸側側位を取 らしめた｡雫｡

ノ、 第III章 賞 験 成 績

以上の装置により兎及乙聴 者に於て、寒胸部位

による内圧の差異、横軸及び縦軸体位回韓による

内圧の差異、氣胸側内圧の変化、氣胸による反対

側の変化、氣腹時の胸腔内圧の変化及び虚腕歌態

の変化による内圧曲線の変化等を描写研究 し、次

_1__



130

の結果 を得たので之を報告 したい｡

A)兎 に於ては胸膣狼 く氣胸針は容易に肺側肋

膜 を穿孔 し、自然氣胸を生 じ易㌧《｡兎 の最大氣胸

量は60cc前 後であつて、30cc位 ですでに呼吸

頻数且曲線は陽圧に近 くなる｡

B)兎 にて一肋間離 して上部 より氣胸を行い、

下部 より内圧を描写せ しめると氣胸のため一時的

に陽圧に近づき、止めると少 し下つて始圧よりや

や高い一一定の平衡歌態 となる｡人 体にては此の下

降は見 られない6之 は兎の肺実質及び肺側肋膜の

柔軟性により氣胸部位に局所的に圧迫 されて凹所

を造 り、之がやがて肺全体を一様 に虚睨 して行 く

事 を示すのに人体にては局所的圧迫は生 じないも

の と考えられ る｡(第3図)
6

締

賑サ
↓

奮

第3図

へ

135｡>0｡>45GbS>goeの 順に陽圧となる｡

之等の横軸縦軸体位回韓による胸腔内圧の差は

肺実質及び縦隔實の重力による下降による もの、

及び横隔膜の変化によるものと考えられる｡

第4図

右

上
位

側

位

}

1

1

「

_18

_12
8
4

幅

騨

べ
U
轟0

91 一10

-8

4

0
4

「

刷

ケ
"
4

一

一
=垂

3

2
囎

一

2

1
鳶

鯛

顧

4

1
開

一

ハ
0

0泊

[

一

6

ハU

一

[

00

】
鳳

一

一

9

3
蛸

一

ワ
・
5

「

一

9

μ0

網

一

9
刃
9

1
刷

樽

Q
V
ダ0

一

一

2

葡了

1
「

「

上
位

側
位

左

上
位

=1
_7

_1

一6

-5

=!=li=11
=塁

_8
_0

4

ゆ
β

=1

=1=1
_5L5
-.31+1
_6

_2 ;1
7

3り
十

十

Q
り
-
幾

十
十

ワ
響
3

一

胴

0
3

一
十

〇

4

1
「

一

4

2

8

4
側
位

噸

C)兎 にては氣胸により容易に腹=部雷鳴、蠕動 ●

充進、更に腹部膨満 し、甚だしき時に は腹壁を通

じ腸蠕動 を認められ盛んに脱糞する｡之 は腹腔内

臓器に悪影響をあたえる事 を示す ものである｡

D)兎 にて氣胸部位 を第2肋 間、第4肋 闇、第

6肋 間に分けて各内圧曲線を取つてみると著 い/・

差は認め られないが、第2肋 間、第4肋 間、第6

肋間の順に陰圧に近 くなるようである｡

E)体 位変動による内圧の差に就いてはすでに

Fischer⑥ は体位 と肺活量の関係を述べ、⑦Ba-

cken皿Uh1は 体位 と横隔膜及び縦隔費との関係を

報告し、立位、座位、仰臥位の順に内圧は減少す

ると述べ、⑧佐藤は第1体 位〉秦2体 位く坐位〉.

仰臥位 となし、⑨太田、馬場は上位が最 も低 く坐

位は上位 より僅かに高 く仰臥位はそれよ りも稻高

いと報告 している｡

兎にては氣胸飼下位、側位、上位の順に陰圧に

近 くな り、人体に於て も氣胸側上位と側位との闇

に第4図 の如き差がある｡後 者は肺虚脱像が種々

であるので集計は出來なV・が、大体の傾向が見 ら

れ ると思 う｡

縦軸に回韓さすと頭部 を 中心 と して180｡〉

F)人 工氣胸による盧脱歌態は種々であつて殊

に癒着のある時、及びコ葉三葉に分割 されている

時は正常の内圧曲線よウも乱れて來 る｡更 に此の

乱れは氣胸量の多少により現れる事 もあ り、消え

る事 もある｡之 は恐 らく癒着、右三葉左二葉に分

れて虚睨 しているので一呼吸闇に呼吸の遅速があ

る事によると考えられる｡不 完全氣胸に全部み ら

れるものではないが不規則になつた呼吸曲線を分

類 してみると次の如 くになる｡併 し一定の虚睨徴

か ら特有の呼吸曲線 を予想 もできなbし 、其の逆

も予想出來ない｡、 ・
サ

1)呼 氣時の長い もの、或は吸氣時の長いもの、

共に長いもの、(第5、 第6図)'

2)呼 氣絡了時、或は吸氣終了時に小 さい凸波

蝉 ぎもの・(第7海8図)・
3)呼 氣吸氣絡了時共に凸波のあるもの、(第

9図)

4)呼 氣時が長 く、その中聞に凸波のあるもの

(第10図)

5)呼 氣前宇、後半期、更に吸氣前半、中聞、

後半期に凸波のあるもの、(第11図)

6)呼 氣吸氣共に前半、中聞、後半期に合計6

回の凸波のあるもの、之は左側氣胸で2葉 に分れ

て虚脱 し、鎖骨外側端の近 くに索歌癒着がみられ

た例である｡(第12図)

2-一 ・
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G)兎 にては氣腹最大量は550ec前 後で左右

胸腔は氣腹 と共に除 々に上昇 し、-1.6乃 杢 一2D

水圧が 一e・6乃 至 一〇・8水圧 となるが著明なる

呼吸困難は認められない｡

H)兎 にて注氣排氣を反覆すると胸腔内圧曲線

は波歌を描 き、間隔は大体20秒 乃至25秒 であ

る｡之 を第2肋 闇、第4肋 間、第5肋 闇に分けて

みると此の順に波の高 さが低 くなる｡此 の現象の

原因は明らかでなV・が、縦隔貿の動揺に依るもの

と考えられる｡(第13図)・ 、

第13図 ・ ・

認噸 一 淵㌦
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1)反 対側内圧への影響につV・ては."嫉 本、

道源・は兎について実験 し、常に陽圧 となると述

べ、人体では著明な陽圧化はみとめられないとし

ている｡ω 藤川は氣胸によ り健側の内圧は陽圧化

が認められると…報告 し、吻Lucacerも 又同じ考 よ

りAscoliの 反対側氣胸を認めている｡

兎にては10cc位 では反対側は左程影響はない

が、之を越えると除々に陽圧に近づき最大量に近

くなると、即ち50cc前 後になると急に陽圧とな

り呼吸頻数とな り呼吸差が著明に減少 して途 に消

失・直線化する｡更 に左胸上部に氣胸 して右胸下

部で内圧を描写せしめると内圧は却つ て減 少 す

る｡後 者は長軸で縦隔甕が上部は右に、下部では

一 一一3___
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左に回韓するのではないかと考えられる｡(第

14図 、第15図)

人体に於ては患者によ り呼吸による内圧曲線が

乱れている事 もあるが、大体次の変化がみ られ、

その影響 も氣胸量の多少によ ウて も異どり、氣胸

回数の少い もの程反対側の影響がみられるようで

あるQ氣 胸前と氣胸後とで 反対側の 内圧は大体

Q5乃 至1・Ocm水 圧の 差がみられるもの もある

が、大半は認むべき差はみ られす、影響がみられ

るのは氣胸中である｡

その影響を分類すると次の4種 となる｡

1)氣 胸前半期に一時的に少しの陽圧化がみら

れるもの、(第16図)

2)氣 胸後半期に一・時的に上寵の影響のあるも

の、(第17図)

3)氣 胸 を ユ00cc乃 至200ccに 分け て施行

すると・その氣胸 中にのみ影響がみられ呼吸不規

則となるもの、(第18図 ♪

4)氣 胸量の壇加と共に除々に陽圧に近づ くも

の・(第19図)

第

5)氣 胸中央期va-・時的に陽圧に近づ くもの、

(第20図)

之等は縦隔餐の圧迫により反対側の胸腔が狭 く

なり陽圧に近づ くものと考えられる｡
,
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第IV章 穂 括

胸腔内圧 をタンブールを用いて之を描写せしめ

る事によつて人工氣胸による呼吸曲線の変化、体

位変動による内圧の変化、更に氣胸による反対側

内圧の影響、等 を調べて次の結果を得た｡

A)兎 に於ては胸腔狭 く氣胸針は容易に肺側肋

膜 を穿孔 し自然氣胸を生 じ易 く、其の最大氣胸量

は60cc前 後であっで、30ccで すでに呼吸は頻

数 となリボ曲線は陽圧に近づ く｡

B)兎 に於て一肋間離iして上部 より氣胸を施行

し、下部 より内圧を描写せしめると氣胸のため一

時的に陽圧に近づき、止めると少 し下つて始圧よ

りやや高V・一定の平衡朕態 となる｡人 体に於ては

此の現象は認められない｡之 は兎の肺実質及び肺
、側肋膜の柔軟性により局所的に圧迫が生 じて凹所

を造る事 を示す ものと考えられる｡

C)兎 に於ては氣胸により容易に腹部雷鳴、蠕

動充進、更に腹部膨満、甚だ しき時は腹壁を通 じ

蕩蠕動を認められ盛んに睨糞をする｡即 ち氣胸は

腹部臓器に悪影響をあたえる事を示す もの で あ

る｡ヴ 孝盤

D)兎 に於て氣胸部位 を第2肋 聞、第4肋 聞、

第6肋 間に分けて各の内圧曲線を取つてみると著

しい圧差は認められないが、第2、 第4、 第6肋

間の順に陰圧に近 くなる｡

E)兎 にて氣胸側上位.側 位、下位の順に陽圧

に近 くな り頭部を中心として縦軸に体位 を回韓せ

しめると、180｡>135｡>0｡>45｡>goeの 舞漬に陽

圧に近づ く｡之 等の横軸縦軸体位回韓による胸腔

内圧の差は肺実質及び縦隔簑の重力による下降に

よるもの、及横隔膜の変化によるものと考えられ

る｡

F)人 工氣胸により肺実質は種 々なる虚脱歌態

を示す｡之 によつて呼吸曲線 も種 々なる変化を示

す｡一 呼吸間に局部的に呼吸の遅速がある事によ

るものと考えられる｡之 を分類すると次の如き変

化があるが、一定の虚睨像よ軌一定の変化は予想

できないし、一定の呼吸曲線の変化より一定の虚

脱1伏態を逆に予想 もで きない｡

1)呼 氣時の長い もの、或は吸氣時の長いもの、

共 に長V・もの{

2)呼 氣終 了時、或は吸氣終了時に小凸波のあ

るもの、共に小凸波のあるもの、

3)呼 氣時が長 く、其の中間に凸波 の あ る㌔

の、

4)呼 氣前半、後半、更に吸氣前半、申闇、後

半期に凸波のあるもの,

5)呼 氣吸氣共に前半,中 間、後半期に合計6

回の凸波のあるもの、

G)兎 に於ては氣腹最大量は550cc前 後で左

右胸腔内圧は氣腹芝共に除々に上昇 して行 くが著

明なる呼吸困難は認められない｡

H)兎 にて注氣排氣を反覆すると胸腔内圧曲線

は波状を描 き、間隔は約20秒 乃至25秒 を認め

る｡之 を第2、 第4、 第5肋 間に分けて描写せし

一5.__
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めると此の順に波の高さが低 くなる｡之 は縦隔貴

の動揺によるものと考えられる｡嚇

1)反 対側胸腔内圧の影響は兎にては10cc位

では大 した影響掠ないが、之を越えると除々に陽

圧に近づき、50cc帥 ち最大量に近 くなると、念

に陽圧となり途には呼吸差が消失 し直線化する,ρ

之は縦隔盛の圧迫及び呼吸困難によるものと考 え

られる｡

叉兎に於て左胸上部で氣胸を施行 し、右胸下部

にて内圧を描写せ しめると、内圧は却て減少する

¢)を見る｡之 は縦隔寳が上部では右に、下部では

左に廻韓する事によるのではないかと考 え られ

る｡盛

人体に於ては大体次の変化がみられ、氣胸回数

の少い者程多 く、且つ氣胸量の多少に 関係 が あ

'る｡氣 胸前後の圧の差は大 したものでなく変化が

みられるのは氣胸施行中が多い｡

1)氣 胸前半期に陽圧に近づき、叉下るもの、.

2)氣 胸後牟期になつて陽圧に近づき終 了する

と下 るもの、

3)氣 胸施行中にのみ呼吸曲線の動揺のみ られ

るもの、

4)氣 胸量の檜加 と共に除々に陽圧iに近づ くも

の、

5)氣 胸中央期に陽圧に近づき又下 るもの｡

之等は氣胸 により縦隔寳の圧迫が一時的に生 じ

て反対側胸腔の狭 くなるによると考えられる｡

本実験は厚生省科学研究費によるもので、慈患医大林

教授、大平講飾、北村所長の御指導及び贋島医大幅場講

師の御教示に謝意を表す｡(昭和24年 結援病学会発表)
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(そ の3) 季 節 と 血 沈

國立東京第一病院小諸分院 小 川 静 男

1緒 言

季節 と疾病或は人体生理に関しては古 くか ら研

究 されてお り、その報告 も実に放挙に邊なV・程で

ある｡結 核に及ぼす影響 も活磯に研究されている

が、これ等 を逓覧すると特に目立つ ことは早春か

ら審にかけて特に影響が大きく総ての臨床症朕の

増悪、体量の減少、轟沈の易変動性、ツ〈ごルク リン

の過敏性の増加、白血球の核左方推移.シ ユープ

現象の頻度上昇 、喀血の頻発、死亡率の上月 発

病率の増加等が報告されている｡一 方 このような

悪影響を及ぼす原因となる氣象條件の探求も行わ

れ、氣温の上昇、冬期の過塞冷、冬期 のビタ ミン

不足の食料による抵抗力減弱等に原因 を求 めた

り、春 の他季節よりも頻繁な不蓮続線通過に最 も

大きな因子を求めている｡

これ等の研究の大部分は被検琶の集計に当つて

月別か或はごく漠然とした四季に分け、これにつ

いて主 として氣温や淑度を氣象要素 として取 り上

げて論 じてお り、氣象に関する考察が不完全の も

のが多 く、'さらに被検量の探集 も不蓮続的に行わ

れ、これを強いて人爲的な月刷等の枠の中に当て

6
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はめるといつた方向のものが多い｡私 は肺結核憲

者に及ぼす季節的影響を研究するに当つて、被検

量の探取には特に1年 以上に亙る毎日の蓮続した

値を得るように努め、氣象方面は先人と同様、氣

温、水張、相当温位、日照時聞等を用いたが、特

にこの邦の四季の氣象的特徴 を決定する年を週期

として去楽する各種氣團の韓換 と滞在を目標とし

て取 り上げた｡帥 ち及ぶかぎり詳細に被検量の動

きを追求する一方、季節 を氣團論的に分析 しつつ

研究を進め、從來漠然とした概念で片づけられて

いた季節的影響を鮮 明なものとして、幾 らかの新

知見を得ることに成功 した｡

被検量としては結核の活動性診断上最 も普通に

利用されている他覚的検査法である血 沈 値測 定

(論文その3)と 自覚的症状その他(論文その4)と

を探用した｡共 に肺結核の臨床上の自他覚症の代

表量 として選んだ ものである｡

∬ 氣象状況特に氣團とその決定

1年 聞の推移を大きく掴むために本邦に入れか'ω

わ り訪れて四季の特徴を決定する氣團を荒川に依

つて5つ に分類 した｡又 例えば春 と秋に支配的で

ある揚子江氣團に於てはその移動経路によつてそ

の性質がかなり相異 し與える影響 も変化す るので
(2)

一部にはF .Linkeの 所謂氣塊なる概念を用い、

氣團の移動経路による変質 も考慮 した｡

氣團轄換時期の決定は元來主観が入 り易い｡

決定のためには天氣團、ラジオの氣象通報及び

地上観測で得 られ得る殆んど全てのデータを用い

たが、上暦観測が不可能であつたので、特に揚子

煉 團からシベ リヤ氣團(秋か ら冬)へ の韓換とそ

の逆の場合(冬 か ら春)に 困難 を感 じた｡.

第1図 の上方に実験を行つた昭和21年5月 末

より翌年6月 に到 る1ク 年の氣象要素と氣團分類

を画いてある｡上 か ら日照時闇、氣温、相当温位、

氣圧、氣團別で氣團の上方の数字は本文との対照

に便なために附けた番号であるδ
覧氣團韓換は不蓮続線通過によつて起ることは勿

論であるが、1日2本 の不蓮続線通過ぷあつた時

や低氣圧ないし鵬風來襲時の如 く刻々変化する氣

離 況の場合は・支配氣團の正確 な決定が著 しく

困難になるので、第1図 は純氣象学的にみて完全

な ものとはいえない◎氣團韓換時期を示す ものと

しての図上縦の実線は、主 として完全にある氣團

支配になつたと認められた時を採用 してある｡こ

れは大きく氣團が縛換しある氣團の支 配 下 とな

り、その有する氣象特徴下に患者が生活す る時に

呈する反磨様相を問題にしているので、この程度

の精度で充分であると認められたか らで あ る｡

氣團鰺換(不蓮続線通過)を 目標にしてさらに詳細

に論じた結果はこの研究の(その1)(そ の2)で 報

告してある｡

III研 究 條件 と方法

内陸型に近い高原氣候下、海抜975m・ 浅間山

西南山腹にある表記病院入院患者に つ い て 昭私

21年5月 より翌年6月 に到る1ケ 年闇研究 した｡

血沈値はこの研究の(その1)(そ の2)に 於て用い

たと同じ資料を用V・た｡印 ち特に重症な患者と、

入院後2週 闇以内で未だ氣候に順慮 していない者

を除 く全患者につbてWestergren法 により測定

した｡毎 日のしか も1ヶ 年蓮続した値を得るため

に、ます患者を3-9名 つつの群に分けその第1N

群を4日 間毎 日測定 し、その第4日 目に第2群 の

第1日 目を同時に測定、以後同様に繰 り返 して昭

和21年5月23日 より昭和22年6月8日 に及

んだ｡得 られた各個人の値か らKatz氏 血沈平均

値算出法による平均値を求め、そ軌 を対数表示と

し、一群中で平均 し、昭和21年5月23日 の値

1.248を 基準 とし、以後これとの差を各日の値 と

した｡か くして1年 間の毎日の連続 した対数表示

血沈値を得た｡な お探血は毎朝10時 か ら11時

の闇に乾熱滅菌注射器を用い毎常30｡Cの 恒温器

内で測定 した｡・

rv研 究 成 績

(A)血 沈1・2・ 時間平均僅

上記の方法で得 られた毎 日の値 を用いて画いた

曲線が第1図 の血沈曲線(以 下軍に曲線 とする)で

ある｡5月23日 の値1.248よ り萬発 し、春夏に

上昇 していた曲線は秋に下降 し、冬は1年 中の最

低値を示 し・再び春餐入つて上昇を開始し翌年の

8
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血 うタし今

'寧'◎ '〃 ∂ 、

5月22日 には値1・226と なつて殆んど前年同月

同日の値に戻つた｡こ のことは実験が正確 に行わ

れたことを暗示 している｡

次に少 しく詳細に曲線 と氣團との動きを図上で
●

眺めでみる｡

(a)昭 和21年6月 上旬、一時オホーツク海氣

・團(1)が 支配 した｡曲 線はやや安定したが揚子江

下流より発生 した移動性高氣圧(以下移高とする)

が東進 し南方洋上に停滞(2)す ると氣温、相当温

位共に顯著に上昇、之に慮じて血沈 も上昇を開始

した｡中 旬揚子江附近に発生した低氣圧群が西日

本に停滞 し一時陰曇な天氣(3)と なると曲線はゆ

るい弛張を示 し、中旬未期再び小笠原高氣圧が勢

力を檜し安定 した夏型氣圧配置(4)に なるに及ん

で曲線は下降 して安定 した｡26日 、日本海を東進

する移高によつて氣温、相当温位念激に下降(5)

すると、曲線 も下降 した｡

(b)こ の高氣圧は7月 上旬南千島洋上に停滞 し

てオホーツク海氣團として本邦を支配(6)し た｡

曲線は顯著な上昇を み た が9日 小笠原氣團流入

(7)か ら弛張 しつつ全体としては平に経過、24日

再度のオホーツク海氣團流入(8)に よつて下降、

30日986mbの 臆風が來襲 して複雑 な氣象配置と

なると曲線は強い弛張を示 した｡

(c)8月7日 には再び小笠原氣團(9)が 支饒 し

た｡曲 線は顯著に下降聞 もなく安定、25日 脆風接

近、29日小規模な窪冷前線通過(10)、31日 揚子江

下流に発生 した移高の前面をなす寒袷前線が本邦

を縦断 して束に去 り秋の揚子江氣團が流入(11)し

た｡こ れがこの年の秋の入 りであつたが、 この時

に一致 して曲線は著明な下降を開始 し、中旬には

一慮落付いて以後10月 中旬迄は全体として殆ん

ど平に経過 している｡こ の間移高とそれに俘 う低

氣圧が5日 程の闇隔で本邦を訪れ、曲型的な秋の

___9_r一
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氣象配置(12)と なつてbる｡高 氣圧の発生 も秋の

進むに從つて次第に北方に片より氣温相当温位 も

かな り顯著に下降 しているが曲線は10月20日

頃満洲方面に高氣圧発生の徴 を見るやようや く下

降を示 した｡

(d)10月 下旬次第に勢力を増加 したシペ リヤ氣

團の前縁 をなす大規模 な塞冷前線が10月28日 、

11月2日 本邦を通過完全な冬型氣象配置 となり、

シベ リヤ氣團への韓換(13)が 行われた｡曲 線は念

激に下降一・ク年を通 じて最低の値を示 した｡か く

して翌年3月 に到 る迄、時に軽度の曲線上昇はあ

るが低値を保つて経過 している｡

、e)この聞11月20日 を中心に揚子江下流に発

生 した移高(15)"11月29日 を中心に同様の移高

と数ケの低氣圧(17)、 がシベ リヤ高氣圧(14,16)

の弱化に俘 い発生した｡12月 初め再びシA・・リヤ高

氣圧支配(18)と なつたが、12月 中頃 より揚子江下

流方面に高氣圧の発生があ り、氣温、相当温位や

や上昇 して移高が東進(19)し た｡12月20日(20)

12月29日(22)を 中心にシベ リヤ高氣圧が一時的

に張 り出したが勢V・弱 く1月15日 迄は移高が支配

(23)し た｡こ の闇の曲線の動 きは誠に興味深 く、

シベ リヤ大陸氣團が支配的(16,18,20,22,24)で あ

る時期 には低 い値を保つ曲線はシベ リヤ高氣圧の
一時的な弱化に俘い発生して本邦附近を東進する

移高の支配下(15,17,19,21,23)に 入ると綺麗に一・

致 して顯著な上昇 を示 している｡

(f)1月15日 再びシベ リヤ高氣圧(24)が 吹き出

したが26日 の塞冷前線通過を最後に28日 頃か ら

移高が束に移動(25)・2月1日 満洲附近の高氣圧

支配下(26)に 入つた｡2月 中旬 日本海を北東に移

動する高氣圧と本邦を通る低氣圧や不連続線の去

來(27)が 盛んにな り、一一一ueシベ リヤか ら南支に達

する大高氣圧(28)か らの吹串しもあつた｡20日 頃

にはシベ リヤ高氣圧は蓑え、揚子江礫の移高で本

邦南方を通 るもの(29)も 現われ氣温.相 当温位共

に念激に檜加、南方 と北方の高氣圧の聞の不連続

線 も本邦上を東南に走るものも多 く、ようや く本

格的な春の氣象配置に近づいて來た｡こ の闇曲線

は一時的に低下 した｡

(9)3月 上旬本邦上を通る頻繁な移高(29)の 去

來に鷹 じて、血沈曲線は顯著な上昇を開始、同時

に氣温相当温位 も上昇を初めた｡

(h)4月2日 南支に発生 した λ型低氣圧による

前線通過があ り、急激な氣温相当温位 の 上 昇 を

み、これに一致 して急激な曲線上昇(31)を 來 した

が聞 もな くやや安定、中旬大規模な移高(32)の 中

心附近では下降、20,21日 寒冷前線の通過後ゆつ

くり東進する移高中(33)に 入つて曲線はゆるい上
凄

昇 を継続した(34)｡

(i)5月 中も4月 下旬と殆んど同様の氣象歌況

下(34)で 上昇 を続け、下旬には前年同時期の実験

開始時と同じ高さまで戻つた◎

以上の動 きを氣團を中心に総括すると、

1)小 笠原氣團流入によつて一時下降後安定と

なる傾向を認める｡

2)オ ホーツク海氣團流入による影響は不明

3)ノ 」)笠原氣團よIV揚子江氣團への韓換は氣温

と綺麗に平行して下降 し、後安定 となる｡

4)揚 子江氣團(秋)か らシペ リヤ氣 團への韓換

は顯著な下降

5)シ ベリヤ氣團か ら揚子江性の移動性高氣圧

支配への韓換は一時的上昇

6)揚 子江氣 團(奉)の 完全支配下は顯著な上昇

を続ける◎

7)共 に大陸性氣 團であるシベ リヤ氣團と揚子

江氣團に於ては、氣團の移動経路がその影響に大

きな意味 を持つ｡今 便宜上その大氣活動の中心位

置を北より南に、 シベ リヤ奥埴に発達 した高氣圧

を中心とする氣塊｡満 洲を中心とする ものこ北支

を中心とするもの｡中(南)支 を中心とするものに

分け、さらにその移動経路 を日本海を横断 して來隔

る氣塊｡黄 海を渡つて東進するもの｡揖 本海 を北

東に進むもの｡大 平洋岸を東進する ものに分ける

と氣塊軸換に際 して、より北方で発生 した もの、

及びよゆ北方の経路を遇 る氣塊が流入すると血沈

曲線下降 し、より南方で発生 したもの及びよ り南

方の経路に依る氣塊流入により血沈曲線は上昇を

來す｡

以上のように各種氣團の去來は顯著な影響を血

沈値に與 えることが明 らかとなつた｡

次に相当温位 と1血沈値 との相関図表を作ると、

一一 一10-一 一
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①春の揚子江氣團中は先す血沈が上昇、ついで相

当温位が上昇するが時々小さな逆相関を交 え、②

小笠原氣團は順相関、オホーツク海氣 團は大体逆

相関、⑧秋の揚子江氣團は春 とは反対に先す相当

温位下降、ついで血沈曲線やや安定するが時に小

さな逆相関を混じ、④ シぜ リヤ氣團流入に及び血

沈著明に下降～ついで逆相関を示すが一時的な移

動性高氣圧発生時には順相関を示す｡こ の関係は

氣温について も同じである｡こ れを一ク年を通 じ

てみると相当濃厚な相関があり、相拳温位 と血沈

値 との粕関係数は+O.77、 氣濫と血沈値のそれ

は 十〇.88である｡第 黛図はこれを図示した もの

である｡

(B)血 沈24時 間値

第1図 の下端の曲線がこの1ク 年の動 きで あ

る◎ この曲線は血沈1・2時 闇平均値と同 じ資料

の24時 間値 を同じ方法で対数表示として1ク 年

の蓮続 した値を得、それか ら画いた ものである｡

この囲線を眺めてみると、6月 より8月 中頃まで

高く、それより急激に下降(9)し 、9月 末 か ら

10月末まで一時的下降(12)、11月 初めに再び急激

に下降(13,14)、 それ より翌年の2月 末まで殆ん

ど安定 して経過 している｡
(3)

血球容積率の変動に関して黒田は冬期に大で夏

期に小であるという｡血 沈24時 聞値はほぼ血球

容積率と蓮比例することか ら、これは黒田の観察

と一致 している｡

この曲線を通覧 して殊に興味があるのは1,2

時間平均値の曲線が1年 を通 じてみて念激な谷 を

作る3つ の個所(9,11,13)で 血沈24時 間値は
一時の壇加がみられることである｡こ れに反 して

1・2時 間平均値が1時 的に増大す為時(2,3・7・15,

1Z19,25,29,31)姶 は24時 闇値には特別な変化

が認められない｡1時 的増加が見 られる時期は共'

に純粋な小笠原氣園、揚子江氣團、シベ リヤ氣團

に韓換する時に一致 している｡こ の時に1,2時

聞値には念激かつ大きな下降現象が現 わ れ て お

り、その揚合の血沈促進の原因の一部 として血球

容積率が一時的に減少することに依 るという事i実

を直感 させ、小規模な氣塊変換の揚合 と本質的に

影響を異にしていることを暗示しているものと思

われる｡い すれにせよこの点は今後の詳細な研究

を待つて決定 されるべきことであ り、ここでは軍

に推測を述べるに止めたい｡

V総 括と結論

肺結核患者に及ぼす季節の影響 を研究するに当

つて從來行われたような月別に分けて論す る態度

を避け,本 邦に去來する各種氣團(氣塊)を積極的

に目標 として探用 した｡一 ・方被検量としてば血洗

値 を用V・、群に分けた裸検者を重ねて探血 し、恒

温器内で瀞定 された値を対数表示として1ヶ 年余

に亘 り切れ目な く続 く1本 の曲線を得ることに成

功 し、これ と各種の氣團韓換、停滞の及ぼす影響

を比較検討 した｡
霞

即ち、

ω 血沈曲線(以 上の如き対数表示の)は氣團の

去來、停滞により極めて敏感に反慮する｡

②1年 を概観す るとオホーツク海氣團及び小

笠原氣團支配下に最 も促進 し、シベ リヤ氣 團支配

下で最 も遅延する｡

⑧ 暖氣團流入により上昇 、寒氣團流入によ り

下降する｡

④ 氣温、相当温位 と相当濃厚な相関を示す｡

⑤ 血鴻24時 闇値は夏高 く冬に低値を示ず｡

⑥ これ等血沈値の変動は主として血球容積比

の変動に起因するかと思われ るが、今後なお検討

したい｡一 時的の変動は他に原因を求めたい｡

(この研究は昭和22年ll月 第2回 綜合医学会及び昭

和23年4月 第13回 日本温泉氣候学会に於て演述し、

速報として医学と生物学13(1)昭23に 発表した｡)

御鞭健と御助言を辱うした坂日院長、沖中教授、阪本

分院長並びに終始御懇篤な御指導と御校閲を賜つた㌔

本医大生理戸塚教授、東大物療内科壇山博士、沖中内科

北本助激授に深く感謹する｡文氣象観測その他の実験に

於ては当院氣象部佐藤、高山の両君の努力に負5所 が

多い｡謝 意を表する｡

文 麟

(1)荒 川 秀 俊:天 氣 分 折 地 人書 館 昭18

氣 象 集 誌2輯13(9)昭IO

②F・Linke:Z・Physik・Ther・371929

〔3)黒 田嘉 一 郎:医 学 と生 物 学13(1)昭23

一 一u-
、
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東京都世田谷匠に於 ける乳幼見結核検診成績

東京都立世田谷乳児院(院 長 大埣佑二)

入 江 英 博 ・ 都 築 俊 子

砧 保 健 所'池 田 忠 義

鯛 谷保蜥 上 田 ◎フ サ

ボ

第1章 緒 言
の

「ツ・ぐルク リン」皮膚反磨及び或る地方の結核検

査成績に就ての統計的或は臨床的観察は内外に其

の文献は多V・｡我 々は世田谷区の特殊な猷況 を利

用 して、当区を農村埴区(砧、多摩川方面)都 市地

区(佳宅v商 店街)集 團地区(旧 兵舎の引揚者戦災

者佳宅)の 三地区に分けて7歳 迄の乳幼見とその

母親に就て「ツベルク リン」皮内反鷹、胸部 レン ト

グ ン写貫撮影等を行い、多少の見るべき成績を得

たので鼓に報告する｡

第2章 調査材料及び調査方法

見2277名 とその母i親352名 に就 き 「ツベルクリ

ン」反慮及びその陰性者にはB.C.G.接 種、陽性

者には胸部 レントグ ン写眞撮影を施行 した｡反 慮

に使用 した「ツベルク リン」液は結核研究所製で左

前臆屈側中央皮内に其の2000倍 稀繹液0.1妬 を

注入し施行48時 間後、発赤、硬結の 大 さ直 径

10粍 以上を陽性とした｡

第3章 調 査 成 績

第1節 「ツベルクリン」反慮陽性率

農村、都市、集團三地区の乳幼見2277名 に就

て施行 した「ツベルク リレ」反磨陽性率は第1表 の

如 くで図に示せぼ第2表 の如 くである｡

前記三地区に居佳するO歳 より満7歳 迄の乳幼

第1表 三地区「ツペ リク リン」反懸 成績

論

年

令
歳

農 村 地 区
…

検 入 陽性

査員

10510(0%)/

陰
性

疑
陽
性

、
Σ

…

α

都 市 地 区 集 團 地 区

馨食擁(%)灘 墨融 嬉 羅灘
・三1 日5il921(α5%)レ1S419311(1・1%)16い182

1-21iill3(2・7タ6) 2]・62149(4・2%)lgi196姐12ぐ48%)}419i3

fF3い7!3(3・1%)i618Sl169112(7・3%)IIIIK616314(圃41 253

5コ τ 「 画6(4・5%)「 憾i箆216い3(6・ ・%)1221181}・67ill(16・4%)13い150

・,t-5111018(72%)い99231い8(7・8剃23119・
,76i1・(13・2%):8751

日i13・15(嗣2陣66112(1畷7幽7312(1吻;5目53

嘱こ 「5「0(・%)・125i53噛2%)1日;113(27・2%)い 0け

計 711125(3・5%)い8圃1・141}72(6剃85i984降}4ゆ1%)131L塾}

今この三地区の陽性率を地区別に平均すると集

團地区10.1%、 都市地区63%、 農村地区3・5%

の願とな り、5%の 危険率以下で・之等の聞に有

意義の差が認められる｡

第2節 「ツベルク リン」反膿と胸部

「レントグ ン」像有所見者の発見率 三地区の
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第2表3地 区 「ツベ リク リン」反惣 陽性図

奪

購
ノ

第4表 「レン トゲン」有所見者 と愚染源 との関係

1レ ン トゲ

}姦撮瀦 数iも の}の
有朧 韻 因ある綾講

農 村地 区

都 市 地 区

集團 地 区

161(68録 翫)!・

37 1514

(40・5%)1(37・8%)
0

830

(26・7%)

52

(16・7%)1(6・7%)

「ツベルクリン」反慮陽性者中83名 に就て胸部

「レントゲ ンゴ写眞撮影を実施 したところ、第3表

の如 き結果を得た｡帥 ち三地区聞の病的変化には

特別な差異は認められなかつた｡

第3表 レン トゲ ン写眞有所見者表

勲村区

都地
市区

勲
團区

計

肋
膜
癒
著

査

人

員

16

37

30

83

.有 所 見 者

1羅鞭
23

3

)
I
l(

)

ヴ
6
1(

3

83

3

8

2

13

3

(1)

2

)

「0

讐五(

石

茨

化

総

数

無

所

見

者

・(68紳

1(4｡19%)!2・

;

・1(晦22

1
(3441%)14・

有所見者即発病者の発見率は第3表 の如 く農村

地区に最 も高 く 「レントゲ ン」検在人員の68.7%

を示 し、都市地区40・5%で 之に次ぎ集團地区は

最低で26・7%で あつた｡即 ち感染率とは全 く逆

となり、農村地区では感染率は最低だが発病率は

最高を示 し、集團地区ではその逆を示 している｡

第3節 「レン5ゲ ン」有所見者と感染源との

開係

胸部「レン トゲン」写眞有所見者個 々に対する感

染源を調i査iした｡之 を「レントゲン」写眞撮影者に

対する百分牽に依つて三地区の「レントグ教」写貫

有所見者と比較すると第4表 の如 くである｡

表で示す様 に負因あるものは農村地区が最高で

43.7%、 都市地区は37・8%、 集團地区は26・7%で

ある｡な お第4表 に示すように集團地区では隣人

よb感 染 したと思われるものが6.7%あ つた｡邸

感染率の低い農村地区に於ては家族的に濃厚感染

が他に比べ多V・ことが発病率の高い原因をなすと

思われる◎叉集團地区では隣人よりの感染が注 目

される｡

第4節 母親の「ツベルクリン」反鷹陽性率

都市及集團地区に於て乳幼見を連れて來た19

歳より47歳 迄の母親352名 に対 し、「ツペルク

リン」反慮を実施 し、第5表 の如 き成績を得た之

を5年 毎に纏めて一群として陽性率を比較すると

42%乃 至56%で 各群の闇に余 り差を認めない｡

即ち都会の母親 も乳幼児に似て案外 「ツベルク リ

ン」反鷹陰性者が多 く、結核予防対策上に一考を

要するところと考えられる｡

肇

第5表 母親 の「ツ」反懸陽性i率

年 令1人員 綿 性瞬 陽性陰 性
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り
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Q
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1
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II7
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(462%)
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(42・9%)

315

(7.3タ6)(36,6%)

14

(12・0%)

23

(2L9%)

2511

(41｡7%)(18、3%)

1629

(55・2%)

　

3521163

i(462%)

3

(IO・3%)
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(15・4%)

49

(41・8%o)

37

(35・2タ6)

24

(40%)

10

(34・5%)

135

(3S・4タ6)

第4章 結 論

束東都世田谷区の特殊 な欺況を利用し、之を農

村地区、都市地区、集團地区の三地区に分け.之

一 工3-_.
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等 に:住む7:蔵 造 の乳 幼 児2277名 に 就 き 「ツベル

ク リ ン」反 慈 、 レン トゲ ン写 眞 撮 影 等 を行 い感 染

率 、発 病 率i感 染 源 の歌 況 等 を調 査 し、併 わ せ て

母親352名 の感 染 率 を調 査 し、次 の成 績 を得 た 。

1・ 「:ツ〈ごル ク リン」反 磨 陽 性 率 は集 團地 区最 も高

く αα1%)都 市 地 区 之 に次 ぎ(63%)農 村 地 区

最 も但…V、(3。5%)

2・ 「ツ(εル ク リンコ反磨 陽 性 者83名 に胸 部 「レ

ソ トグ ン」撮 影 を実 施 せ るに 有所 見=者は農 村 地

区 最 も高 く(68・7%)都 市 地 区之 に次 ぎ(40.5%)

集 團 地 区 最 も低 い(26・7%)

3・ 即 、1)2)の 感 染 率 と発 病 率 とは逆 の 順 にな

り、農 村 地 区 で は 感染 率 は低 いが 発 病 率 は最 高

で あ る◎,

4・ 胸 部 「レソ トグ ン」写 眞 有 所 見=者49名 の 感染

源を調査すると家族内貧困は農村地区が最高で

(43・7%)都 市地区之に次ぎ(37.8%)、 集團地区

最:も低い(26.7:%)。 都市、農村両地区共隣人よ

りの感染と思われる者がないのに対 し集團地区:

では6・7%に確認された◎

5・ 以上1)2)3)4)よ り農村地区に於ては家

族的濃厚感染が他に比べ多いことが発病率の高

い原因と思われる。

6・ 都市、集團地区の母親の「ツベルク リン」反慮

陽性率は案外 に低 く(46.2%)今 後結核予防対策

上には一考を要す ると思われる。

本論文の要旨は第2回 東京都衛生局学会(昭 和23年

6月6日)に 於て発表した◎欄筆に臨み終始御指導下さ

った大坪院長に対 し深謝する◎

スFレ プFマ イ シ ンに よ る結 核性腹 膜 炎 の治 験 例

京大医学部小見科教室(主 任 服部教授)

中 野 直

ス トレプ トマ イ シン(以 下 「ス」とす)の 結 核 性 腹

膜 炎 に 対 す る 効 果 に つ い て はHinshaw(1946)

の報 告 を始 め と して 、米 國 「ス」委 員 会(1948)、

P爲squalini等(1949)等 の報 苦 が あ るが 何 れ もか

な りの 効 果 を認 め て い る ◎ 旨

当 教 室 にお い て も結 核 性 腹 膜 炎5例 に つ い て

「ス」(メ ル ク)を 使 用 す るの 機 を得 た の で 、 鼓 に:

報 告 す る次 第 で あ る◎

症 磁修

築1例2歳9月 結核性腹膜炎

(本年6月24日 入院 同9月14日

退院)

主訴 腹部膨満

現病歴 約甲年前 より腹部膨満に氣付き、徐々k

その度を増す◇嘔吐 ・腹痛な く、食欲 良 姫で あ

るc恥

入院時 精 々鳳痩 し、体温37・8◎C・心肺部異常な

し。腹部著明に膨満 し蛙膜状を呈す。波動を証明

し腹 囲605cm、 肝1.5cmに 触 れ 、脾 触 れ す 。
ノ

マンツー氏反鷹陽性、赤沈中等値47・2、胸部 レ線

上著変なし。高田氏反磨陰性。咽頭及び糞便中結

核菌を証明せす◎

入院後の経過 入院4日 目よりrス」療法を開始 し

た。「ス」は最初1日0。59を 朝夕2回 に分割筋注:

し、療法50日 目より1日0259に 孚減 した。

治療3日 目より体温は李温となり、・一般歌態 も漸

次好轄 した◎嘔吐、腹痛 もな く、機嫌、食欲共に

良好である。腹囲は「ス」投與後漸次縮小 し、治療

40日 目(「ス」209)47.5clnと な り、この頃より

腹水は全 く証明されぬようになった。治療80日

目(「ス」409)で 療法を絶つ:たが腹囲43c塒 と

な り、入院時より17.5cmの 減少を示 した◇入

院80日 で退院 したが、退院時、一般 歌 態 良 媒

で、腹部李担とな膿 水全 く消失、肝及び脾 を触

れす,赤 沈申等値1&5、 胸部「レ」線上著変 なく、

高田氏反慮陰性、「コバル ト」反磨正常である。叉

体重は腹水消失後100gmの 増加を赤 め して い
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る。 、

退 院後 の経 過 退 院 後 度 々本 院 を訪 れ た が 、経 過

は極 め て良 媒 で あ る◇ 退 院 後 左 右 頸部 淋 巴 腺結 核

を来 した が 、 目下 レ線 照 射 療 法 中で あ る。(観察 期

間 約2ケ 月 間)

「ス」の 副 作 用 療 法 申軽 度 の 酸 性 好 性 細胞 」曾加 症

を來 した 以外付 も認 め られ なか っ た 。

「ス」血 中濃 度測 定 「ス」250mg:筋 注 後3時 間 一

14μ/ccr6時 間 一4。6μcc、12時 間 一一t6μ/cc◎

「ス」125mg筋 注:後3時 間 一11μ ノcc、6時 間 一

&5μ/cc、12露 寺聞 一1.7μ/cc

第2例 一6歳4月 結 核 性腹 膜 炎

(本 年8月11日 入 院11月9日 退 院)

主 訴 発 熱 及 び 腹 部 膨 満

現 病 腰 ユ月前 よ り軟 便 及 び下 痢 交 錯 す 。 約 年

月前 よ り腹 部 次 第 に膨 満 す 。1週 間 前 よ り 熱 発

(39。5。C-37・0。C)す ◎ 腹 痛及 び嘔 吐 な し。 食 欲 悪

か らす 。

入 院 時 体 温382。C、 栄 養 衰 う。 心音 牧 縮 期 不

純 音 、腹 部 膨 満 し、 波動 を証 明 、 腹 囲59.5cm、

肝 及 脾 触 れす ◎ 試 験 穿 刺 に よ り腹 水 を証す 。 マ ン

ツー氏 反 慮 陽 性 、 赤 沈 中等値55.0、 胸部 レ線 上

著 変 な し◎

入院 後 の経 過

入 院5日 目よ り「ス療 法 を開 始 した 。 「ス」は最 初

6日 間 は1日1.(}gmを 朝 夕2回 分 割 筋 注 し、醇そ

の 後10日 間 は1日0.5gm、 その 後 は3日 間 に

1.Og:mを 使 用 、治 療56日 目 よ り1日V4gmを

使 用 し、治 療75日 「ス」総:量30gmで 療 法 を経

つ だ 。 そ の 間 「ス」 エ/6gmの 腹 腔 内注 入 を2同 行 ,

つ た 。 治療3日 目 よ り李 熱 とな り、一 般 歌 態 良 好

となっ た ◎ 嘔 吐 は入 院 後稀 に有 っ たが 、入 院4週

目鎮 ま り全 く沿 失 した 。 治i療10日 目(「ス」591n)

よ り尿 量 著 し く増 加 し、 腹 水 を殆 ん ど証 明 しな く

なっ た ◎ 入 院 約3ケ 月 で 退 院 した が 、 退 院 時 一般

駄 態 良 娃 で 、 腹 部 殆 ど平 坦 、腹 水 を証 せ す 、腹 囲

53,Ecm、 体:重は腹 水 消 失 後750gmの 増加 を示 し

た。 赤 沈 中等 値48で 、胸 部 レ線 上 変 化 を認 め な

p

「ス」の副作用 酸性好性細胞増加症(115%)を 来

した◎

第3例 一44歳 結核性肋腹膜炎鍍腸結核

(昨年12月21臼 入院 本年5月16日 退院)

主訴 熱発r腹 部膨満及び嘔吐

現病歴9ケ 月前有漏性肋膜炎に罹 り恢復中であ

る◎約1ケ 月前再び熱発、腹部膨満.胸 内苦悶を

来 し、爾来その度を塘す。咳嶽、嘔吐屡 よ有 り。

入院時 蹴痩、やや蒼白。右肺下部に軽度の抵抗

あ ゆ◎腹部膨満、鼓腸及び波動有 り◎腹囲80c血

右腸窩部に軽 き圧痛あ り◎赤沈中等値88.78

入院後の経過 入院3日 目より「ス」療法開始 し、

「ス」1日1gm筋 注した。療法3日 目よの一般歌

態好韓、食欲出で、同2週 目腹:囲減 少 した(75

0271)◎同6;週 日より腹腔内に「ス」100gmを5日

に1回 の割で6回 注入 した◎同7週 目 よ り解 熱

し、嘔吐 も消失、腹水を証明せす、鼓腸 も減少 し

た。入院20日 目略痩中結核菌陽性(ガ ブキ=1

号)同35日 目喀痩培養土陽性であったが、その

後歯 を証明せす、又糞便 中結核菌を証明しない。

「ス」総量71gmを 使用 し、入院146日 目で軽快

退院した。退院時体重」曾加 し、腹部平担で右腹部

に腫瘤を触れ・胸部 レ線上右肋膜癒着豫を示 し、

赤沈中等値2&0で あった◎

退院後の経過 退院後5ク 月を経過 したが、極め

て良好である◎

第4例 一4歳3月 結核性腹膜炎、粟

粒結核症i結 核性脳膜炎

(本・年3月29日入院9月4日 死亡)

腹部膨満及び咳漱の主訴で入院 し、 腹 水 を証

し、胸部 レ線上粟粒結核像あり、眼底に結核結節

を認めた。

入院3日 目「ス」1gmを4回 に分割筋注 し、翌

日より「ス」投與を中止 した。 ところが投與翌々日

より尿量:漸i次増加 し、腹囲 も減少、投與後5日 目

には著:しい利尿(1日1400cc)有 り、2週 目頃に

は腹部卒坦 となり腹水を証明しなくなった。患者

は入院9日 目よゆ結核性脳膜炎 を併発したので再

び「ス」療法を開始 し、漸次恢復 しつつあったが事

情により未治のまま入院第17週 で退院 した。そ

の間腹膜炎症猷を認めなかった◎1星院後40艮 で

死亡 した。

第5例 一2歳2月 乾酪性肺炎・結核性

一_15__
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頸部淋巴腺炎、結核性腹膜炎:及び脳膜炎

乾酪性肺炎及び結核性頸部淋巴腺炎 に 対 して

「ス」療法中、腹部膨満を來た したので、「ス」投與

量を増量し、約3週 後には腹囲かなり減少した。

その後「ス」投與を中止 したが、腹部膨満 を來たし

たことはない。患者は後発の脳膜炎により死亡 し

た。

結 語

(1)結 核性腹膜炎5例 に対 して「ス」(メルク)を

使用 した◎内2例 は輩独の疾患で、他の3例 は他

の臓器の結核性病変 を俘っているが、全例共腹膜

炎は殆ん ど治癒 している◎ このことは結核性腹膜

炎 は他の臓器結核よ り「ス」により捻 り易V・ことを

示 している。最 も著 しい例は第3例 で、僅か1gm

の投與により著効を示 した◎

(2)解 熱は軍独例ではいすれ も「ス」投與3日 目

に:あらわれた◎

(3)腹 水はいすれ も完全に消失 した。

.(4)嘔 吐、嘔気、腹痛などの腹部症状は比較的

早期に消失 し、食欲 も早期に恢復する◎

(5)軽 快例では体重増加を示めし々。

(6)「 ス」使用量は最少1gmよ り最高719随

た及ぶが、輩独2例 では夫 々30gm、40gmを 使

用 した◎なお2例 に於て「ス」の腹腔内注入を併用

した◎

(7)rス 」の副作用として2例 に於て酸性好性細

胞増加症を認めた◎

!年
患 者 名 け

隅

2
歳
9
月

6
歳
4
月

44

歳

4
歳

3
月

病 名

結 核 性

腹 膜 炎

「ス」使 用 量 ・{1

並びに 日韓帰,解 熱1

使 用 法 ・{

腹 囲
(c滋) 腹水{

陣 終i

副
作
用

赤 沈
(中等値)

く

始}終

409:m

(76日 間)

筋 注

全

治

ゆ

結 核 性}

腹 膜 炎i
ミ

1

309m

(75日 間)

筋注及 び

腹腔内

全

與
3

日
目

rll

翻6α5}

治

「
ス
」
投

與

3

日

目

43,0

5駄5{5a5

ラ

騨

醐

卿

内

1

17

注

腔

.、

σ

筋

膜

性

炎

棲

核

膜

結

膜

結

肋

腸

軽

快

「
ス
」
投
與
7
週
目

8α074、.0

失

㎎蟻

酸
性
好
性
細
胞
増
加
症

失

同1

{55・o

上i

i叩

13.b

結核性腹膜炎

粟粒結核症

結核性脳腹膜

48,7

19瓶

(1日 間)

筋 注

脳
膜
炎

ノ
タ

メ
死
亡

不

明

78。0

測 な 螺2&。
失 り

47、0

失

な

し

}轡

8。5

(1)

(2)

(3)
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P&6歌 道alini,二R.(諺 ・eta1:Int・Med・Dig,,54(6),343,1949
織
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・結核菌培養 に於 ける資材節約 に関す る研究

(第5報) 鶏卵培地の組成の簡易化

財團法入結棲予防会結核研究所(所長隈部英雄)

小 川

重 信

辰 次 ● 岡 本 さ か き

重 雄 ○ 小 木 曾 歌 子

1緒 論

結核菌の培養は、多 くの諸 先 進 の努力によつ

て、今日に於ては初心者で も容易に増養出來、色

々な方面に、実際に懸用される 様 に なつて來た

が、然 し一歩中に入つて覗いて 見 る と、習慣的

に、其のまま、以心傳心で もつて、やつて來たと

思われ る所が多々ある様である｡培 養の様な実際

的な事は、成績に変化が無ければ、出來るだけ簡

輩な方がよい｡そ れで、今迄の習慣を再検討 し、

出來るだけ無駄 を省 く事を試みたので、大方の御

批判 を仰 ぐ次第である｡

II方 法

種々の鶏卵培地 を作 り、喀湊を4%(容 量)のへ
硫 酸 水 で 、30分 処 理 して、3000廻 韓 の 遠心 器で 、

10分 遠心 沈澱 し、其 の 沈渣 を1白 金 耳 宛 培 養 し、

封蝋、し37｡Cの 艀 卵 器 に入 れ て 、2ク 月 闇 観 察 し

第1表

＼ で培 地 名PetroffPetragllani一
卵 液:基 汁2:14:3

たo術 封蝋は從來の方法によつた｡

III実 験 成 績

1)卵 液 に 就 い て

どの鶏 卵屠 地 の処 方 を見 て も、其 の組 成 は 、基

汁 に鶏 卵 液 を まぜ 、之 に グ リセ リンを加 え、 更 に

色 素 が 加 わ つ た もの で あ るが 、鶏 卵 液 と基 汁 との

混合 の 割合 は 、各 培 地 に よ つ て 、多 少違 いが み

る｡

印 ち第1表 で見 る様 に(1)Petroffと 岡 片 倉 氏 培

地 で は2:1、(2)Petragnani(3兀 δwe短stein4:3

、の 割合 で あ る｡我 々め 一 人 、 小 川 の 実 験 に依 れ

ば 、(4)岡 片 倉培 地 に於 て は5:4で も、本 來 の岡

片倉 培 地 に比 して 、何 等 培 養 上 に遜 色が 認 め られ

なL(故 、 此 の 比 率 は2:1で も、43で も著 明 の

差 は無 い もの と思 われ る｡次 に 卵 液 の 組 成 で あ る

が 、之 も培 地 に よつ て 、2極 類 に分れ て い る｡即

種々の鶏卵培地の組成

1」6wens七ein

Illlf皿

(1931)(1931)(1932) (1932)

岡 片 倉
(昭15)

4:3 4:34:3 4:32:1
L

卵 液 全 瑚 全恥 職 全 卵t全 卵+卵劃 全卵+卵測 全卵+卵測 全卵+職

グ リセ リン

(%)
5% 3% 0,8% 6% 6% 6% 2%

匠 ンチアナ紫 マ ラヒツ ト緑

色 素(%);…1%1…5%

マラ ヒツ ト縁或いは コン ゴー赤

…7%…35%1…7%1…7%

マ ラ ヒ ツ ト緑

e・05%

註 グ リセリン、色素の%は 全量 嬉対す るものを示す｡

ち其 の一 つ は 、全 卵 を もつ て卵 液 と称 してい る も

の であb、 他 の も う一・-kつは、 全 卵4個 に対 して 、

卵 黄1個 の割 合 に加 え た もの を もつ て、 卵 液 と称

して い る もの で あ る｡第1表 で 見 る様 にPetrag一

uani,L6wensteinIは 前 者で あb、Petroff,

Lで)wensteinl[,ヨ1,IV,及 び岡 壕 倉培 地 は 後 者 で

あ る｡そ れ で こ こに 全 卵 の み を使 用 した 場夷 と、

全 卵 と卵 黄 の混 合 液 を使 用 した 場合 とで は 差 が あ

_17_
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るか どうかと云 う事が問題となるが、我々はそれ と、全卵のみをもつて作つた岡片倉培地 とを比較

で、卵黄と全卵の混合液 を使用 した 岡片倉培地 して見た｡其 の成績は第2表 の様である｡
騨　 亀

第2表 卵液の差異の結核菌分離培養に及ぼす影響

卵 液 の 組 成 鋤 総順 陶 脆 数陽 醗 騰(陽 性醐 講 難翻 日数平均

全 卵+卵 黄

全 卵

35 140

87(62・1タ6) 14、5(12～23)

88(62.9%) 14,3(12～23)

註:使 用喀撚 は塗抹染色標本瞼査 で陽性 の もの10個 陰 性の もの25個 である｡

塗抹染色標本で陽性のもの10個 、陰匪のもの

25個 、合計35個 の喀湊を使用し1個 、cつき各5

本宛の培地 を使用 している｡

第2表 で見 る様に、其の成績は、陽性率に於て

も、聚落の発育する迄の期闇に於ても、殆んど差

が無い◎又聚落が発育 してか らの其の後の発育の

歌態 も、此の両者聞に差が無 熔.以 上の様な実験

から、卵液の組成は、全卵でも、卵黄 と全卵を加

えた場合で も差が無い事がわかつたが、此の事は

軍に岡片倉培地だけでなしに、直 ちvaPetragnahi

培地にも、L6wenstek主 培地にも当てはまる事と

思われる｡全 卵で よいものを何故殊更に.全 卵 と

卵黄を加えたものを以つて卵液としたのか?之

は我々の想像であるが、恐 らくは卵液を200cc

とする爲と思われる｡即 ち我 々の経験によると、

普通太の鶏卵では・全卵4個 に卵黄1個 を勿冬る

と、大 体200ccと な る し 、全 卵5個 で は200cc

以 上 とな る｡何 故 卵 液 の200cc努 必 要 か と云 う

と、200ccと 云 う数 は 計 算 の基 準 に なつ て い る爲

で あ る◇ 即 ち卵 液 と基 汗 との比 が2:1『 の もの で

は 、卵 液200ccに 対 して基 汗 が100cc、4:3の

場 合 で は 、卵 液200c〈`に 対 して基 汁 が150ccと

云 う事 に な るわ けで あ る聾我 々は 是 以 外 に は意 味

が 無 い もの と考 え て い る○

それ で 我 々 は 、鶏 卵 培 地 を作 る場 合 に は全 卵 を

使 用 して い る｡此 の様 に すれ ば作 る の に簡 輩 で も

第3表

鶏卵の新旧 実駒総入員

t.¥92・

あるし帯又多少経済的でもある｡今 後 の 実 験 で

は、岡片倉増地 と称するものは、全卵で もつて、

作つた ものである事 を断つてお く｡

次に作つだ培地が鶏卵の新旧によつて、結核菌

の発育に差があるか、どうか と云 う事に就V、て検

討 して見た｡と 云 うのは配給の制度であると、 ど

うしても新鮮な鶏卵は我 々の手に入りにくい｡我

々の手に入つた頃は相当にいためられ、殊 に夏の

頃であれば、腐敗 しているもの も可な りある｡之

等の ものを氷室に保存 し、逐次、用に臨み使用す

ると云う事になると、かな の古い鶏卵でもつて、

培地 を作らなければならないわけである｡し か も

鶏卵培地の処方を見ると、何れ も皆・〃新鮮な鶏卵

を使用すべ し・・と書V・てある｡随 つて、之等の古

い鶏卵で培地を作つた揚合 と、新鮮な鶏卵で もつ

て培地 を作つた場合 とでは、差があるかどうかを

一慮検討する必要がある｡

それで我 々は、生産者から直接入手 し得た鶏卵

であつて、大体産卵されてからヱ週聞以内の もの

で、 しかも卵殼を破つた場合に、黄味 と卵白 との

境界の判然としているものを繍{な ものとし、鶏

卵を氷室に保存して、2ヶ 月以 上 経 過 したもの

で、卵殼を破つた場箸に、卵白と卵黄 とが、直 ち

に交つてしまうものを古い鶏卵 とした｡そ して此

の両者で岡片倉培地を作つて比較 した｡其 の成緩 、

は、第3表 の様である｡即 ち第3表 を見 ると、陽

鶏卵の新旧の結複菌分離培養に及ぼす影響

80

鬼

擁 培地数(陽性劃 肇醗綴韓劉 雑菌侵入培地数

64 (8・%)} la3(12-21)! 10

64 (80%)1 1a2(12-21)1
-一 　

91

註:使 用喀屡は塗抹染 色標本瞼査 で陽性 の もの12個 、陰性の もの8個 である｡

18一
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性率に於ても、聚落の発育する迄の日数 に於 て

も、著明の差が無 い｡叉 徽の侵入の点について も

差が無や｡以 上の実験で、我 々は鶏卵はたとえ古

いものであつて も、分離培養には使用出來るもの

であると考えてよいと思 う｡

2)岡 片倉氏培地に就いて

最近は増養基に用いる鶏卵だけでなしに、基汗

の中の色々な要素、其の他の ものも、仲々入手困

難になつて來た｡(5)周 氏等は、氏の増地に於て、

〃味の素 〃の代 りに、グルタ ミン酸曹達、或 いは

グルタミン酸を使用することを発表している｡我

々は岡片倉氏培地に於て、 〃味の素 〃第一燐酸加

里、或いは第二燐酸ツーダ等が、全然無かつた場

合は培養基としての使命を果 し得ないものか どう

かと思v・、岡片倉氏培地によb、 種々の要素を除

いた培地 を作 り、本來の岡片倉氏培地 と比較 した｡

第4表 岡片倉培地に於ける、要素の除去の分離培養に及ぼす影響

其の1培 地の種類}継

一 『＼ ＼＼培地の名称

培地の組成及びpH＼ 一
(1) (2) (3) 曳4) (5) (6)

pH癌

原 液i7.・ 5.0 6.2 6、r「 語 5.4

疑 固 測7・6 6・5} 6,6 6.6 7.0 7、5

第 一 燐 酸 加 馴

第 二 燐 酸 曹 副 一 ・r

ー
ユ

の 素i 1一
グ リ セ リ ン1

粕

謎:一 ・は 除去 を示 す｡

灘

其の2聚 落発生の時期と陽性率との比較(D

轡培竈＼翠
陰 性(8入) 陽 性(8入)

幻 盃 三v、1い 川 皿 1豆i皿

(1) ・3三3・ ・i・ ・ い ・i6

(2) 0い ・3・ ・ ・ ・'1・16・

(3) ・{41・12 001

020

・ い ・い

(4) 0321 い い ・{ρ

(5) 04220 ・1・ ・{1・16

数使
用
培
地

38

陽性培地数

(陽 性 牽)

24(63・ も%)

24(63」%)
.

23(605%)

24(63,1%)

26(68,4%)

註:1)使 用喀湊は19個 で、内塗抹標本 で陽性 のもの8個 ・陰 性の もの11個 で、培 養陽性の もの

は塗抹陽性 のものは全部、又陰性 の ものはS入 に於て培養陽性であ る｡

2)週 は観 察日を示 し、其の下 の欄 に於て陽性培地 数を示 している｡

其の3聚 落発生 の時期 と陽性牽 との比較(江)

皿∬

瀬 陰 性(12入) 陽 性(8人)

rviv/、Il唄 皿 「rv

・8152い5

VV

0127

・9ガ2い5 72・i・

納 陽騰 地数
培(陽 性 摩)
地

72

30(4L6タ5)

31(43,0タ を∫)

註:喀 養 の使用数は36個 で あつて、中塗 抹標本 で陽性 の ものは8個 で、他 の28個 は陰性で ある○
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ある｡次 に其の3の 成績であるが、此の実験で使

用 した喀褻の数は、36偶 であつて、中塗抹染色標

本で、結核菌陽性のものは8個 、他の28個 は陰

性である｡培 地は、1個 の喀痩につき2本 宛を使

用した｡其 の成績をみると、(5)と(6)と の闇に

は著明な差が無い様である｡し かし聚落の数と比
し

較すると、(Φ は多少少い傾向がある¢又其の後

の発育状態 も(5)に 比 し多少劣る様である｡

以上の実験から、岡片倉培地に於ては、4%の

硫酸水で もつて処理 して培養する場合には、第二
ね

燐酸曹蓮は必すしも必要なものではない様に思わ

れる｡第 一燐酸加里、及び味の素は、精密な実験

をする場合には是非必要であるか も知れないが、

集團培養、或いは軍に実際的に喀湊中の結核菌の

陰性、陽性を決定すると云 う様な場合には、たと

え、之 等 の ものが な く と も、 使 用 鋤來 る培 地 が 出

來 る もの と考 え て よ)・｡そ し て是 非 必 要 な もの」ル
は 、鶏 卵 と色 素 を除 け ば 、 グ リセ リンだ け で あ

る｡即 ち鶏 卵 とグ リセ リン と色 素 さえ あれ ば 、硫

酸処置の用には役立つた培養基が萬來 る｡一
Tワ 結 論

1)岡 片倉氏培地に於ける卵液の組成は、全卵

4個 に対 して、卵黄i個 の捌合 に 混 合 してある

が、之は全卵で も同様である登又鶏卵が新鮮なも

のであつても、多少古いものであつて も、結核菌
め

の発育に対 して著明の差唾無い｡

2)硫 酸で前処理をやつて、周片倉培地に増養

す る時は、第二燐酸曹達 を除去 して も、結核菌の

発育に対しては、全然差が無い｡又 、幽

里、味の素等を除去 す れ ば、多小発 が

る｡随 つて精密な 験の 旦A必 要であろう

が 、軍 に陰 ・ 易 献2る と云 う様 な 実 際 的

の場 合 に は、 之等 の もの が な くて も用 は足 りる｡

即ち、第4表 其の1、 に見 る楼に、第一燐酸加

里を除去 したもの(1)、 第二燐酸曹達除去のもの

(2)、味の素除去のもの(3)、 グ リセリン除去の も

の(4)、 岡片倉氏増地(5)・ 第一燐酸加里、第二燐

酸曹達、味の素 と同時に除去 した もの(6)の 様な

6つ の培地を作 り比較 した｡其 の成績は其の2、

其の3の 様であつて、其の2は 、(1)(2)(3)(4)の

培地 を対照の(5)と 、比較 した もの、其の3は

(6)と対照の(5)と を、比較 した ものである｡両 者

共に、喀湊の塗抹染色標本により、結核菌の陽性

のものと、陰性のものとに分けた｡其 の2は 、実

験 した患者の数は、総数19人 で、中8人 は塗抹

染色標本で陽性、11人 は陰性である｡一 つの喀痩

につ き2本 宛の培地を使用 して培養した結果、塗

抹榛本で陽性のものは、全部培養陽性であ り、陰

性の11人 中8人 は増養陽性であつSc｡表 で見る

様に、8週 聞に亘つて、1週 闇毎に聚落の発育の

有無を見ているが、塗抹標本で菌陽性の ものは、

3週 聞 目で全部聚落が発育 して、5っ の培地の間

には、全然差が無い｡'

次に塗抹染色標本の陰性の もので、培養陽性の

もの も・聚落の発育する迄の期聞は・大体対照の

岡片倉培地と差が無V・｡次 に陽性率であるが、之

も表で見る様に、著明の差が無い｡

しかし、聚落の揖てか ら の 発育の朕態 を見る

と、グ リセ リンを除去 した(4)が 一番発育が悪

く、父聚落の数 も一一番少い6次 いで発育の悪いの

は、第…燐酸加里を除いた(1)で あ り、次v・で

悪いのは、味の素 を除いた(3)で ある｡そ して

(1)ぐ3)は 聚落の数も(4)程 ではなV・が、

多少少い傾向がある｡こ の様に(1)(3)(4)は 、

対照に比 して、多少発育が悪いが、第二燐酸曹達

を除去 した(2)は 、対照に比 して、何等遜色が

無いのみならす、寧ろ対照 よりも発育が よい様で

鶏9i#地 で必要な ものは、鶏卵と色素 を除けばグ一
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肺 臓 呼 吸 機 能 に 関 す る 研 究

(第1報)空 氣 酸素 呼吸 法 に拠 る健 康人 の

肺 臓呼 吸 機能 につ いて

北大医学部第一内科教室(主 任 有馬教授、山田教授)

宮 田 久 壽

第1章 緒 言

呼吸器乃至循環器系挽患に於て肺臓呼吸機能の

正確 なる検索は該疾患の診断上或は予後判定上重

要なる基準たるべ きは架読を要せざる所な り｡肺

活量の研究は其の歴史最 も古 く、之に関する業績

亦枚挙に違あ らす｡更 に残氣量乃至全肺容量の研

究は機械的呼吸機構の生理並びに病理の探究に貢

献する所大な り｡難 然肺臓本來の使命は血液肺胞

醐の呼吸性瓦斯交換帥ち血液の完全なる動脈血化

に存するを以て、直接動脈血酸素飽和度の測定は

各種肪臓機能検査法中最 も根本的且つ重要なる方

法と謂 うべ し｡從 來 動脈血酸素飽和度は直接動

脈1血の瓦新分析により測定する を要 せlp｡近 時
ユフラ

Dirke}1u.KraanはMookの 方法に拠 り、吉村氏

は齋藤氏の方法に拠 砂夫々指頭或は耳朶 より採血

し、其の瓦斯分析を施行し間接的に動脈血酸素飽

和度を論 じたるも、直接的には動肱穿刺の実施を

要するため本検査の重要なるに拘わらす臨床的鷹

用の容易ならざる恨みあ り｡
1)2)β)

然るに較近Brauer学 派殊 にKnipping等 によ

り提唱せられ た る呼吸描写法"(Spirographische

untersuchung)は 室氣並びに酸素呼吸時の酸素掻

取量の変化により非観血的に而 も容易に動脈血酸

素飽和歌態 を窺知し得、且つ同時に肺活量、限界

呼吸量等の機械的肺臓機能をも併わせ観察 し得る

便あ り｡呼 吸器乃至循環器機能検査上茜だ進歩せ
くり の

る方法 と謂 うべ し｡本 邦に於ては麺に堤、貝田、
6)7)

池田、古賀氏等本検査法の臨床的磨用を試むるあ

りe余 亦最近本法に拠1)健 庚人及び呼吸器疾患患

責に於て之が計測をなし得たるを以て蝕に其の哉

績 を報す｡

第2章 検 査 方 法

① 検査資料 資料は総て既往歴に呼吸器乃至

循環器疾患なき健康男女にして、男子は19歳 よ

り37歳 までの10名 、平均年齢25.4歳 、女子

は16歳 より44歳 までの10名 、平均年齢24.9

歳なり｡

(2)槍 査方法Knipping式 瓦斯代謝計測装置

を使用(ス ピロメーター内容8立)、 早朝室腹時約

30分 聞安都仰 臥の後臥位の儘槍査せ り｡槍 査方

法は第1図 の如 く、先す室氣呼吸を、次いで装置

廻路内室氣を酸素にて換氣せる後酸素呼吸を夫 々

数分間宛営ましむ｡室 氣呼吸に於ては系統内瓦斯

の酸素分圧を出來得る限 り外氣の夫に等 しく保つ

ことが肝要にして、スピロメーター一は容量の大な

る程この目的に合致す｡斯 くして描写せ られたる

呼吸曲線 よゆ1回 呼吸量、分時呼吸数、分時呼吸

量・分蒔酸素沿費量を求弟・次いで酸素呼吸の儘

肺活量を3回 反覆計測 し、其の最大値を探 り、同

時に補氣並びに蓄氣を分劃計測す｡最 後に可及的

迅速且つ大なる強制呼吸を通常30秒 闇反覆せ し

め・更に之を1分 聞の値に換算 し、之 より分時限

界呼吸量(Atemgrenzwert)を 求む.即 ち其の呼

吸量をv蝿 ・所要時聞をt秒 とせぱ分時限界呼吸

量はv観q(立)な り(Knippi盆9)V_達1
9)

Zaeper)｡分 時 酸 素 不足(Saueurst・ffdefizit)は 察

氣 並 び に酸 素 呼 吸 時 の分 時 酸 素 消 費 量 の 差 よ 抄求

め澱 当$・(Atemaquivalent、 は婦 麟 雛 量

×100(立)よ り算 禺 す｡即 ち呼 吸 当 最 とは100耗

一一一21___
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第 一 固 呼｡及 曲 像

の酸素を播取するに要する呼吸氣量な り｡(Anth・
ユOlコ1)

ony,Knipping&.MenCrieff)な お分 時 限 界呼 吸

量 と分 時 呼 吸 量 との 差 を分 時 呼 吸 予備 量(Atemr-

eserve)陛 称 し、強 剃 並 び に 安静 呼 吸 間 の 呼吸 予

備 力 を量 的 に表 示 せ り｡

而 して以 上 の諸 計測 値 は 、次 式 に拠 り総 べ て 揖

氏37度 、鞄 和 水 蒸氣 圧 の歌 態 に補 正 せ り｡V==

V嵩1鵠
×誉ヂ7)(但しV-370Cの 肺糧

Vtニt｡Cの 肺 容 量 、P=氣 圧 、e=37｡Cの 水蒸 氣

圧 、et=t｡Cめ 水 蒸氣 圧 、 α=氣 体 の 膨 張 係数 、

t｡Cは 水 槽 内の 温 度 なb)

第3章 検 査 成 績

① 健 康 男 子 被 検 者10名 の身 長 は162.8--

176.1糎 、平 均167・7糎 な り｡1回 呼 吸量 は室 氣

呼 吸 に て362--673耗 、平 均500蝿 、酸 素 呼吸 に

て317-555耗 、平 均484耗 、分 時呼 吸数 は室 氣

呼 吸 に て10-24、 平均16・1.酸 素 呼 吸 に て12-

24、 平 均16.4、 分 時 呼 吸 蟄 は塞 氣 呼 吸 にて6・or

10.5立 、平 均7.8立 、酸 素 呼 吸 にて

6.3-10.3立 、 平 均7.8立 、分 時 酸 素

消 費 量 は 室氣 呼 吸 にて214-294妬 、

平 均263蝿 、酸 素 呼 吸 にて219-294

蝿 、平 均262蝿 、呼 吸 当 量 は室氣 呼

吸 に て2.20--3.96立 、平 均2.99立

酸 素 呼 吸 に て2.39-3・68立 、 平 均

2.95立 に して 敦 れ も室 氣 並 びに 酸 素

呼 吸 間 に著 差 を認 めす｡酸 素 不 足 は

之 を全 然 認 め ざ る者10名 中2名 、

室 氣 呼 吸 時 に比 し酸 素 呼 吸 時 に於 て
ス2)

酸 素 播 取 量 大 な る者(Rothkopfの 所

謂 正 の酸 素 不 足)3名 を算 し、分 時

1-15耗 、平 均9｡8垢 ぐ 之 に反 し、

残 余 の5名 は酸 素 呼 吸 時 に比 し塞 氣

呼 吸 時 に 反つ て大 に して(Rothkopf

の所 謂 負 の酸 素 不 足)分 時4-11蝿

平 均6.8靖 な り｡肺 活 量 は3・29--

4.78立 、平 均4.04立 に し て 身 長 に

対 す る比 よ り肺 活 量指 数 を求 む れ ば

19、6-28.2、 平 均24.1な り｡而 して

正 常 吸氣 位 よ り更 に吸V・得 る最 大 吸氣 量 を補 氣 、

正 常 呼氣 位 よ り更 に吐 き得 る最 大 呼氣 量 を蓄 氣 と

せ ぱ 、補 氣 は1779-3230蝿 、平 均2449蛎 、 蓄

氣 は810-1493妬 、平 均1051蝿 に して 、 肺 活 量

に対 す る比 率 は補 氣 は45・6-675%・ 平 均6α5%

蓄 氣 は20.2-3&3%,平 均26・2%な り｡分 時 限

界 呼 吸 量 は41.3-903立 、平 均62・5立 、分 時 呼

吸 予 備 量 ぼ333-80.0立 、平 均54.8立 に して,

分 時 限 界 呼 吸 量 は 肺 活 量 の9.9-22.5倍 、平 均

15.6倍 、分 時 呼 吸 量 の5.5-1(i.2倍 、平 均8.1倍

な り｡

(2)健 康 女 子 被 検 者10名 の 身 長 は144.O--

159.5糎 、平 均150・1糎 な り｡1回 呼 吸 量 は室氣 呼

吸 に て280-426蝿 、平 均361蝿 、酸 素 呼 吸 に て

305--482蝿 、平 均376蝿 、分 時 呼 吸 数 は墜 氣 呼

吸 にて13--22、 平 均17.3、 酸 素呼 吸 に て13-

22、 平 均16.6、 分 時 呼 吸 量 は 室氣 呼 吸 に て4.6--

7.8立 、平 均62立 、 酸 素 呼 吸 に て4・3--8・6立 、

平 均6.3立 、分 時 酸素 消費 量 は室 氣 呼 吸 に て176

-238蝿 、平 均214蝿 、酸 素 呼 吸 にて176-237

_22一
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蝿 、平 均213蝿 、呼吸 当 量 は室 氣 呼 吸 に て2.38-

350立 ・■i平均2.88立 、酸 素 呼 吸 に て2.23-3.77

立 、平 均2・92立 に して 敦 れ も室 氣 並 び に酸 素 呼

吸 聞 に著 差 を認 めす｡酸 素 不 足 は之 を全 然 認 め ざ

る者10名 中2名 、塞 氣 呼 吸 時 に比 し酸 素 呼 吸時

に於 て酸 素 癬 取 量 大 な る者4名 を算 し分 時6--11

蝿 、平 均&4蝿 、 残 余の4名 は酸 素 呼 吸 時 に比 し

室 氣 呼吸 時 に反 つ て 大 に して分 時6-15蛎 、平 均

11ゐ 蝿 な り｡肺 活 量 は1.84-3.00立 、 平均2.33

立 に して 身 長 に対 す る比 よ り肺 活 量 指 数 を求 む れ

ば12｡4--20.5、 平 均15.5な り｡補 氣 は1109--

1870、耗 、平 均1563妬 、蓄 氣 は278-763蝿 、平

均391耗 に して 、 肺 活 量 に 対 す る比率 は補 氣60.4

-71 ・4%、 平 均67.0%、 蓄氣 は13.8-25.4%、 平

均16;6%な り｡分 時 限 界 呼 吸 量 は22.5--48.6立 、

平 均34.4立 、分 時 呼 吸 予 備 量 は15.9二 一43.6立 、

平 均2&1立 に して 、 分 時限 界 呼 吸 量 は肺 活 量 の

10・O-17・1倍 、平 均14.7倍 、分 時 呼 吸 量 の3.4--

10.8倍 、平 均6｡0倍 な り｡

③ 健 康 男 女 の比 較 各 平 均値 を比 較 す る に女

子 に於 て は1回 呼 吸 量 は 男 子 の75%、 分 時 呼 吸

量 及 び分 時 酸 素 消 費 最 は共 に 其 の80%に 相 当 す

る も、 肺 活 量 は60%、 分 時 限 界 呼 吸 量 は55%、

分 時 呼 吸 予 備 量 は50%に 達 す る に過 ぎす 、之 に

反 し分 時 呼 吸数 及 び呼 吸 当量 は略 々相 等 し｡而 し

て補 氣 は 男 子 の64%に 相 当 す る に反 し蓄 氣 は 僅
み

かに其の37%に 達するに過 ぎざるは女子にあ り

ては平時の呼吸が男子に比 し呼氣の位置を取れ る
瀞 壷

もの と謂 うべ き な り｡

第4章 総括拉びに考按

前記の健康人各計測値を文献と比較するに1回
12)

呼 吸 量 はRethkgpfに よれ ば300--900蝿 平 均

500蝿 、分 時 呼 吸 数 は10--20分 時 呼 吸 量 は
癒2)

,3)
R◎thkc}pfに よれ ば5-10立 、Kuippingに よ れ

13)

ぱ6-一一10立 、平 均8立 、Zoruの 青年 鑛 夫40名

の平 均 は7｡2立 、老 年鑛 夫10名 の平 均 は8.2立

分 時 酸 素 拓諏 量 はKnippingに よれ ば200--500

蝿,Rothkopfに よれ ば200-600蝿 、平 均300

蝿 、Z姐1の 青 年鑛 夫 は平 均374蝿 、老 年 鑛 夫 は
10)

平均386耗 、呼 吸 当 量 はAnthonyに よれ ば2-一

45立 、平 均2.75立 、Knippingに よれ ば1・68-

3.7立 、平 均2.44立 、肺 活 量 はRothkopfに よれ

ば3-5立 、Zomの 青 年 鑛 夫 は平 均415立,老
コの

年 鑛 夫 は平 均3.12立 、Linxweileru.Ro㌔hkopf

の健 康 少 年12名 の平 均 は267立 、分 時 限 界 呼

吸 量 はKnippingに よ れ ば100-150立 ・平 均

120立 、Rothkop'に よれ ば 男 子 は50-150立 、

平均80立 、 女 子 は40--70立 、 平 均50立 、

Zomの 青 年 鑛 夫 は平 均12&6立 、老 年鑛 夫 は平

均115.it立 、Linxweileru.Rothkopfの 健 康 少 年
15)窃

は 平 均86.4立 、Gaubatzに よれ ば分 時 限 界 呼 吸

量 は肺 活 量 の20倍(20-45歳)乃 至12三8倍

(45歳 以 上)、 分 時 呼 吸 量 の8三 〇倍 に して 、余 の

成 績 に比 す れ ば分 時 酸素 癬 取 量及 び分 時 限 界 呼 吸

量 共 に著 し く大 な る も之 は彼 我 の身 体 的 相 違 に 基
の

因するものなるべ く、本邦健康人に於ける堤、池
6)7)
田、古賀氏等の成績は余の成績に甚だ近似す｡

健康人に於て肺胞瓦斯交換機能の正常なる揚合

は室氣呼吸(酸素濃度21%)に て既に肺臓 を通過

する血液は完全に酸素を以て飽和せ らるべぺ、從

つて室氣並びに酸素呼吸時の酸素癬取量に著差な
ぽの きラ

か るべ き な る も(Braueru｡Wolf,・Kaipping)実

測 上 室 氣 呼 吸 時 に 比 し酸 素 呼 吸 時 に於 て酸 素 癬 取

量 の 増 加 す る 揚 合 あ り(Jalltsen,Knippingu.
2)9)12)

Sもromberger,Vorwerk,Rothkopf)｡血 液 瓦 斯 分 析

上 亦 健 康 人 安静 時 既 に軽 度 の動 脈 血 酸 素 不 飽 和 を

証 明 し得 る もの の如 く、其 不 飽 和度 はvanSlyke
の

に よ れ ば4-6%、Vcrwerkに よれ ば3-7%、 吉
17)

村 斥 に よれ ば2--8%な り｡新 か る事 実 の 原 因 と
2)

してJansen,KllipPingu.Strcmbergcr,Vorwerk

等 は肺 臓 換 氣 の必 す し も均 等 な らす して 、例 えば

腹 式 呼 吸型 に於 け る肺 尖 部 の 如 き換氣 奄 充分 な る

肺 部 を環 流 す る血 液 の動 肱 血 化 不 完全 な るべ き を
3)

推 察 し・更 にKnipping等 は肺臓 栄 養 循 環(Nu-

tritiverLUIIgenkreisJaut)の 存 在 を推 定 す｡之 に

反 し酸 素 呼 吸 時 に於 て 室 氣 呼 吸 時 に 比 し反 つ て酸
コおぱ

素 楯 取 量 の 減 少 す る場 合 あ り｡Zaeperu.Wolfは

酸 素 呼 吸 時 に 於 て分 時 呼 吸 量 の減 少 を認 め た の｡

斯 か る事 実 は襲 にVorwerk,KBippingu.Zim-
19)

mermann等 の指 摘 せ るが 如 く 被 検 者 を して測 定

操 作 殊 に ス ピ・ メ ータ ー よ りの 口呼 吸 に 形}馴 れ

一 ・一%___
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しめざるに直ちに室氣呼吸をなさしむる場合、殊

に神経過敏なる者は不安、恐怖等の精神的動揺に

より興奮 し、酸素播取量が充進するも、次に行 う

酸素呼吸の操作には馴れ、酸素擾取量が平常に復

するためと思惟せ らる｡
12)

前述の如 くRo七hkopfは 室氣呼吸時に比 し酸素

呼吸時に於て酸素撮取量大なるを正の酸素不足、

之に反 し室氣呼吸時に比 し反つて酸素播取量小な

るを負の酸素不足 と規定、余の健康男女20名 に

於ける該偏差域は分時(±)15蝿 なり"堤 氏は健

康人20例 に就て検索せる結果斯かる測定誤差範

囲を分時(±)20蝿 となし、Zaeperu.W01f等

は分時20-40蝿 以下の酸素不足は測定誤差の混

入することあるを以て判断に難 しとせ り｡
ヨリ

本邦健康人の標準肺活量は男子は染川氏の3232
21)

蝿より海老名氏等Q4098雄iに 至る間多 くは3.4
22)

-3 ・5立 、 女 子 は 土 肥 氏 の2108粍 よb海 老 名 氏

等 の2661耗 に 至 る 闇 多 く は2.3--2｡4立 に し て
29)2り25)26)27)7)

(海軍省医務局、梛、小田、菊池、朽木、古賀)、

余の成績男子平均4・04立 ・女子平均2・33立 、身

長係数男子平均24.1、 女子平均155と 略々相等

し｡鼓 に余は身長に対する標準肪活量指数を岡田
28)
氏等に從い男子22.0、 女子17.0と なし之 よb標

準肺活量を求めたり｡而 して実測肺活量を標準肺

活量に対比 して其の牽を計算せぱ男子平鈎(十)

≦)・5%、女子平均(一)&6%な り｡補 氣並びに蓄

氣は土肥氏によれば男子平均補氣1448蝿 、蓄氣

1428粍 、女子平均補氣800妬 、蓄氣908蝿(補

氣、蓄氣共呼吸氣 を含ます)、朽木氏によれば男子

は補氣2.81立 、墾蓄氣O.86立 、女子は補氣2,00

立、蓄氣ObO立(補 氣は呼吸氣を含む)、小田氏

等に よれば肺活量に対する補氣百分率は男子6&

8%、 女子79・2%、 蓄氣百分峯は男子31.2%、 女

子20.8%(敦 れ も臥位にして補氣、蓄氣共呼吸氣

の2分 の ユを含む)に して、朽木 、小田氏等の報

告は略々余の域綾 と相等 し｡

第5章 結 論
く

①1回 呼吸量、分時呼吸数、分時呼吸量、分

時酸素消費量、呼吸当量は敦れ も室氣並に酸素呼

吸闇に著差を認めす｡

② 酸素不足は之を全然認酸ざる者・室氣 呼吸

時に比 し酸素呼吸時に酸素癬取量大なる者(正 の

酸素不足)、 或は反対に酸素呼吸時に比 し室氣呼

吸時に反つて大なる者(負 の酸素不足)あ り、偏

差域は分時(士)15耗 な り｡

(3)肺 活量は男子平均4.04立 、女子平均2.33

立、身長係数は男子平均24.1、 女子平均15.5va

して、補氣百分牽は男子平均60.5%、 女子平均

67.0%、 蓄氣百分率は男子平均26.2%、 女子平

均16.6%な り｡.

④ 分時限界呼吸量は男子は平均肺活量の15.6.

倍、分時呼吸量の&1倍 、女子は平均肺活量の1

4.7倍 、分時呼吸量の6.0倍 な り｡
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BCG接 種後の補体結合反慮 の推移

東大傳染病研究所第三研究部(部 長 教授武田徳晴)

清 水 忠 夫

(本論文 の大要は昭和24年8月 傳 染病研究所集談会 に於 て発表 した)｡

第1章 緒 言

嚢に武田研究室に於て態①は結核菌の菌体成分

の立揚か ら結核の血清診断に就V・て研究 し、その

抗原としては補体結合反慮の抗原には蛋白分屑 を

基礎 とした武田須賀井抗原と外に類脂体を基礎 と

した、Bcquet-N合gre抗 原(以下B.N.抗 原 と略称)

の2種 を併用すべきことを論 じ、叉麓②はその立
ノ

場か ら実験的結核の海猿に就いて「ツー£ルクリン」

反磨(以 下「ツ」反慮 と略称)の 消長 と之等の血清

学的反磨の浩長 とを比較 している｡そ の結果先す

「ツ」反慮陽性韓化を認め、次いで武田須賀井抗原

に対する部分抗体B.N.抗 原に対する部分抗体の

順で発現 し、而 して「ッ」反慮 と武田須賀井抗原に

よる反鷹の推移は互に相似 し、B.N.抗 原による

反慮は他の反慮に比較すると遅 くまで強 く反慮が

持続することを証明 した｡

余は人体に於ける感染に就いて も斯かる関係が

存するものか何 うかを検べる目的で、自然感染に

就いては感染の時期が不明であるので、「ツ」反慮

陰性者にBCGを 接種 し此等の関係を検討するこ

ととした｡嚇

　
BCG接 種後に於ける「ツ〈srル玖 リン・7wyギ

・一」(以下「ッ・ア」と略称)の 推移に関する研究は

動物実験及び人体実験に多数発表されているが、

之 を血清単的立場か ら観察 した研究は余 の発表 さ

れていなV・｡

余はBCG接 種後の一定期聞を「ツ・ア」及び補

体結合抗体発現の面か ら観察 し1,2の 考察を得

たので此処に発表するものである｡

第2章 実 験 方 法

第1節BCG接 種と「ツベルク リン」反癒検査

余は、新潟縣高田市近郊の小攣校萩入学児童の

「ツ」反慮陰性及び疑陽性者を選び、財團法人結核

予防会結核研究所製のBCG「 ワクチン」の、1cc

中0.06mg含 有のもの)'を左上騰にO.1cc宛 皮

内接種した｡使 用「ツベルクリン」液は結核研究所

製2000倍 稀釈の もので、BCG接 種前及び接種

後20日80日190日370日 目に 「ツ」反鷹を検 し

た｡

「ツ」反磨の判定は48時 間観察で、発赤直径4

mm以 下を陰性(一)と し5～9mmを 疑陽性(±)

10mm以 上 を陽性(十)と し浸潤を認むるものを中

一27.__
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等度陽性(紛 二重発赤及び発萢壌死を認むるもの

を強陽性(・IH)〉とした｡

第2節 補体結合反慮の抗原及び術式

補体結合反慮抗原 として余は「リボイド」姓抗原

であるBN.抗 原 と蛋白性抗原である武田須賀井

抗原の2種 を使用することとした｡

検査は「ツ」反朦・と同様BCG接 種前及び接種後

20日80日190日370日 と5回 採血を行 い、反慮

を実施 した｡

1抗 原

武田須賀井抗原は改良法を用い原法に從い調製

した｡帥 ちLong合 成屠地に人型結核菌青山B株

を2ケ 月培養 し・培養濾液を硫酸「アンモニゥム」

で精製 した ものを精製 「ツベルク リン」として使用

した｡抗 原 として使用する場合は抗補体債を測定

し、生理的食塩水10000倍 溶=液とし之の10ccに

対 し0.6ccの1.0%「 レチチンアル コー一ル」溶液

とを別 々に試験管に入れ、両者を念速に混 じて僅

かに白濁した液 を抗原として使朗した｡

Bム.抗 原は 人型乾燥結核死菌青山B株 を100

倍「アセ トン」に混 じ、24時 問抽出し乾燥させた後

100倍 の純梓な99%「 メタノール」中に混 じ37｡C

に保存 し時々振盗 して12時 朋抽出後濾過 した上清

を抗原 とし、抗補体便を測定し40倍 生理的食塩

水溶液として使用した｡即 ち実験直前2本 の試験

管に別 々に生理的食塩水と抽出「メタノー・ル」を入

れ急速 に両者を混 じ、殆んど無色透明なものを抗

原 として使用 した｡

之等の抗原は検定として佃 々の結核患者に対 し

補体結合反慮を実施 し得なかつたが、人型結核死

菌300mgを12回 に亙b30日 間に免疫 した家兎

血清に対 しては補体6輩 位以上、結核患者約10

名の血清を混和 した血清に対 しては補体4軍 位を

結合するのを確認した｡

亙 術 式

余の実施 した補体結合反慮の衝式は東京大学血

清学教室に於て行われているBrownin9氏 変法補

体塘量法によつた○即ち溶血系統は7輩 位の溶血

素で感作 した2.5%緬 羊赤血球浮游液にして、補

体は実験前補体便を測定しO・1cc中 に2軍 位つ

つ含まれるように稀釈し、抗血清は一般に20倍

稀釈で使用 し、特に抗補体作用の強いものはその

抗補体便に慮 じて稀釈した｡第 一反磨系の反慮は

氷室に一夜 とした｡

余はBCG接 種後の補体結合抗体の出現 を証明

するに当 り、それは極めて微量なものであろうと

の予想 をもつて、実験を開始 したのであるが実施

し、果 して補体壇量法の一般判定法たる補体2輩

位 を結合するものを弱陽性,4軍 位結合するもの

を中等度陽性,6翠 位以上結合するものを強陽性

とする揚合には陽性成績を認むる例は極めて僅少

であるが、疑陽性の ものが多数に発現することを

認めた｡

依つて完全溶血を3と し不溶なるものを0と し、

その聞に溶血程度により3',2,2',1,1',?に分 け、血清

及び抗原対照の完全溶液を待つて直に観察し、第

一試験管の溶血度0な るもの即ち補体2軍 位 を完

全に結合 した ものを彊陽性(冊)と し溶血度1乃 至

1'の ものを中等度陽性(井)溶 血度2乃 至2ノ の も

のを弱陽性(+)溶 血度3な るものを陰性(一)と

し、一般判定法に於ける疑陽性を中等度及び弱陽

性と2階 段に分け一般判定法の弱陽性である補体

2輩 位を結合する ものを強陽性 として観察 した｡

実験対照として毎回葡記結核発疫家兎血清及び

人結核血清を用い前者に対 しては両抗原共補体6

輩位以上後者に対しては補体4輩 位を完全に結合

することを確認 した｡

なお鋭敏度を増すためには抗原対抗血清の最適

比の問題 もあり今後の研究を要する問 題 と考 え

る｡

第3章 実 験 成 績

第1節 「ツベルクリン」反慮の推移

BCG接 種後のfツ 」反慮の推移を第1表 に示 し

た｡即 ちBCG接 極後80日 目跳陽轄者945%

で陽性牽及び陽性度共最 も強 く以後減 弱 して い

る｡BCG接 種前の弱陽性者3名 は発赤10㎜ ・

程度のものでBCG接 顧は施行 された｡之 等は何

れ もBCG初 接種者であつた｡接 種後190日 目に'

陰韓 した12名 及び疑陽性脅3名 にBCGを 再接

腫 し、接種後370日 日で再び陽韓 した者は3名 で

あつた｡

_28
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第2節 補体結合反旛の推移

1武 田須賀井抗原による補体結合反慮の推移

武田須賀井抗原による補体結合反慮の推移を第

2表 に示 した｡

BCG接 種前の陽性者1名 は 「ツ」反慮陰性であ

ることか ら非特異性反鷹 と考えられるが、陽性率

1.8%で あつた ものが、接種後20日 日で440%

接種後80日 目で74.1%と 全経過中最高の陽牲率

を示 し.、接種後190日 日は64.6%接 種後370日

月で53ユ%と 減弱している｡

IEBoquet-N壱grei抗 原による補体結合反鷹の

推移

B.N.抗 原による補体結合反慮の 推移を第3表

に示 した｡

BCG接 種前の陽性者は4名 で 「ツ」反謄陰性者

であることか ら非特異性反磨 と考えられるが、陽

性率73%で あつた もゐが接種後20日 目で52・0

%接 種後80日 目で75.9%で 接種後190日 目で79・2

%で 全経過中最高の陽性率を示 し、接種後370日

経過では51.0%と 陽性率は減弱を示 している｡

第3節 「ツベルク リン ・アレルギー」と補体結

合反鷹との関係

「ッ・ア」の歌態と補体結合抗体出現猷態の比較

を第4表 に示 した｡

之の関係を更に明瞭にするため、「ツ」反磨の陰

性及び疑陽性を一括陰性(一)と し弱陽性中等度陽

第1表 「ツペルクリソ」反鷹の推珍

第2表 武田須賀井抗原による補体結

合反懸の推移

陽性劇 一巨 臣 擁 同

接
種
前

実薮 「54 1 i55
%198・2い ・8

奎 釧28い 魁 司
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実数い4い 司sl 45

%125:9159・3114・sl 」

後

三
七
〇
日

}「

渓数 い712・ い い}48

%135・4i41・711S・7i4・2・

実数}23ilgi6 判49

膓 性 劇 一{到+田 州 計
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第3表BOquet-】 艶gre抗 原 に よ る補

体 結 合反 態 の推 移

陽 性 度 +1絹 帯 計

接
種
前

鋤51{41
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%192・717・31

後
二
〇
日
}

後
一宣

後
三
七
〇
日

鶏242・i5i

%148⑩ ゆ ・・い ・・1

150

実数 い233812口55

%i21・sl5・5;6鯉3・6i

実数(igl8127id155

%纏6岡49・1、1・8

2・叫

剣 実数轡311・1擁

曾%24・ll57溢 い8・5i

後

一
九
〇
日

後
三
七
〇
日

実数P・13・ い Ii48
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実数124い6181 149

%149・ ・i32・7111.3i2・ ・i

性強陽性を一括陽性(十)と し、「ツ」反鷹(一)及 び

(十)の 中に補体結合抗体出現する ものが如何なる

,割 合で含まれるかを検討 し、第5表 に示 した｡印

ち両抗原共BCG接 種後20日 目は「ツ」反慮(一)

のものの方に補体結合抗体出現するものが僅かに

多 く含まれるが、接種後80日 以後は 「ツ」反鷹

(十)の ものの方に多 く含まれるのを認めている窃

ぶ

一一一29__藺
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第4表 「ツ」反鷹 と武 田須 賀井抗 原による補体結 合反撫 との関係
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第5表 「ツ」反懸 とB◎quet-NEgre抗 原による補 体結合反願 との関係
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第4節 武田須賀井抗原 と・Bcquet-Negre抗

原による補体結合反慮の比較

武田須賀井抗原とB.N.抗 原による補体結合抗

体 の出現厭態の比較 を第6表 に示 した｡

之を反慮陽性者 と陰性者 とに分けて両抗原の一

致牽 を第7表 に示 した｡即 ちBCG接 種後190日

目で武田須賀井抗原で陰性なるもの17例 中B.N.

抗原で陰性なるものは5例 しかな くその一致率は

29・4%を 宗すが、その他の場合は総べて60～90%

の一致牽を示 している｡

戸
譜

第4章 総括及び考按

　

第6表 「ツベル クリン」反懸 と補体結 合反懸 との関係

余は新潟縣高田市近郊の小学校見童約50名 に

対 しBCGを 接種 し、「ッJ反磨及び補体結合反慮

を実施 し「ツ・ア」及び補体結合抗体の出現状態の
鞭

推 移 及 び 「ッ ・ア」の状 態 と補 体 結 合 抗 体 との関 係

を検 討 した｡

(1)BCGO.06mg接 種 後 の 「ツ」反 慮 の推 移 を

見 る と、接 種 前55名 中陽 性 者3名5.5%で あつ

た もの が 、接 種 後20日 経 過 に 於 て34名61.9%
鼎㌧

武 田 須 賀 井 抗 原 BGqueレNき9ごe抗 原
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須賀井抗原 とBoquet-Negre抗 原に よる補体結 合反鷹 の比較
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第8表 武 田須 賀 井 抗 原 とBoquet・Negre抗 原 との 一 致 牽
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陽韓 し、接種後80日 経過に於ては52名94.5%

陽 韓 し、全経過中最高の陽性牽 を示 し硬結二重発

赤発現牽 も最高を示 した｡接 種後190日 経過に於

ては再び陰韓するもの現 わ れ 陽性率は40名
'72・7%で硬結二重発赤発現するもの極めて少く、

僅かに硬結を認めるもの2名3・6%に 過ぎす,更

に接種後370日 経過に於ては陰韓化するもの檜加

し28名50・9%の 陽性峯 を示 し、硬結を認めた

るものは1名 に過ぎす、他は総て弱陽性者であつ

た｡

此の成績は人体に於けるBCG接 種後の「ツ」反

慮の推移に関する諸氏の報告 と良 く一致している

ことが認められる｡

(2)BCG接 種後の補体結合抗体は補体結合反

慮の補体増量法による一般の判定法で余の実験に

於て陽性域績を示 した ものは、武田須賀井抗原で

接種後190日 経過で2名370日 経過で1名 、B.N.

抗原で接種後20日 で1者'190ロ 経過で1名370

日経過で1名 で何れ も弱陽性であつた｡

実験を開始するに当つてBCG接 種後発現する

補体結合抗体はかな り微量なるものであることは

予想 し得た処で、先す抗原の鏡敏化を企図し、武

田須賀井及びB.N.抗 原の分析を種 々糞施 したが

結局原法以上の鏡敏なるものを得 ることが萬來な

かつた｡但 し実験を開始 し、BCG接 種により疑

陽性の ものがかな り多数に発現するのを認めたの

で、疑陽性の程度を更に二階段に分け、補体2軍

位結合するものを張陽性とし、一般判定法の疑陽

性を中等度及び弱陽性に分け、一慮之等 を陽性 と

して取扱い、その発現の推移 を槍討 した｡但 しそ

の結果非特異性反窓 も当然多少含 まれていること

は否定臨來なV・｡

余の実験に於て、武田須賀井抗原による補体結

合反慮の推移は陽性率を基礎 として観察 した場合

「ツ」反磨の推移とかな り良 く相似 している｡ぐ 第

1図 参照)BCG接 種前陽性率1・8%で あつた も

のが接種後20日 目で44.0%と な 妙、接種後80

日目は74.1%で 全経過中最高の陽性率を示 し、

以後漸次陽性率は減少し、接種後190日 目は64.6

%接i種 後370日 目は更に減少 し53・1%の 陽性率

を示 したが、約半数の ものは約1ヶ 年経過 して も

161

鮭

補体結合抗体は消失せす、残存していることを示

している｡

第1図 「ツペルク リソ」反鷹及 び補体結合反懸

の陽性箪の推 移

B・N・抗原による補体結合抗体出現の 推移は、

BCG接 腫前73%の 陽性率を示 した ものが接種

・後201:1目 は52.0%、 接種後80日 目は75.9%、

接種後190日 目は79・2%で 全経過中最高の陽性

率を示 し、以後抗体は減少 し、接種後370日 目は

51・0%と なつているが、約牛数のものは約1ケ 年

経過 して も術抗体の存在を認めるものである｡

武田須賀井抗原に対鷹する抗体発現の推移は陽

性率 を基礎 として観察すると「ツ」反慮の推移と相

似 した形をとるのは、武田須賀井抗原は 「ツベル

クリン」を主体 とした抗原であることか らBCG

を接種 し「ツ・ア」を発現する機韓 と武田須賀井抗

原のような蛋白分屑に反鷹する抗体の発生機轄 と

の間に何等かの関係の存することを覗知させるも
伊
のがあろう｡

BN・ 抗原に対鷹する「リボイド」分屑に対する

抗体の餌現は時期的に蛋白分屑に対感する抗体 と

同時に餌現するが遅 くまでその幽現は増 強 され

「ッ｡ア 」及び蛋白分屑に対する抗体が減弱 し始め聾

て もなお檜強されていることを認めた｡邸 ち態②

が海猿に結核菌の少量(O・OOImg)を 接極 した場合

「ツ」反慮及び武田須賀井抗原に対慮する抗体の串
な

現は60日 より100日 の聞が最高の陽性度を示 し

以後減弱 しているが、B.N.抗 原に対癒する抗体

禺現は前二者 より時期的に遅 くまで 減 弱せ す.

60日 より125日 の闇が最高の陽性度を示 した推移

と余の実験成績はかな の良 く梢似 している｡

結核症の経過 と補体結合反鷹の推移に就いての
噸

一33_
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研究は多数発表されているが、川上③青木④氏に

よれば発病そのものが追及至難であるので格別な

関係を認めないといV・、佐 々木氏⑤はWassermann

抗原を用いての研究ではx線 上陰影を認むるもの

は総て牟年乃至1ク 年後には発現 し早期浸潤に於

ては数ク月後に陽性を認めたが初感染症に対して

は3ケ 月乃至2ク 年間に於て陽性成績を認めなか

つた とV・い、之等の研究は発病後かな り遅 く補体

結合抗体が発現 している｡之 に反 し廣田氏⑥は

witebskγ 駄 原を用いての 成結では比較的早期に

陽性を示 し、早きは1ケ 月通常2～5ケ 月の聞に

陽性成績を認めている｡

BCG接 種後の血清学的観察を行つた 文献を見

るとReed,Gardiner⑦ は人体にBCGを02mg

皮内接種 し、16ケ 月後にS型 及びR型 結核菌か ら

作つた抗原 を用いて総べてに補体結合抗体の存在

を認め、ClawsoB(8)は 家兎にBCGlmg(一

部生菌一部加熟死菌を皮下或は静脈内)を 毎週1

回4週 間に亙 り接種し最後の接種 より3週 闇後に

補体結合反懸を行い殆ん ど総てに抗体の存在を認

めた｡富 士氏等⑨はBCG接 種後強度の 「アレル

ギー」を示 した ものはBCGを 凝集するが、その

程度は一般結核凝集反慮に比較 して極めて低いも

のであるといつている◎

余の実験の様にBCGを 接種 し、その補体結合

抗体の出現 を時期的にその推移を検討 した結果で

は、自然感染 とBCG接 種後のものでは同一に考
　

えることは困難であるが、佐 々木氏が初感染症に

発現するものを認めざることと余の揚合一般判定

法による陽性者は極めて僅少であること及び余の

疑陽性を検討 した場合は蜜田氏の初期結核症の成

績 と共通点があるのは注意すべきであろ う｡

(3)「 ツ・ア」と補体結合抗体との関係に就いて

は、Hδming⑳ 、Lammlian、Horster{M等 は之等

は細胞性免疫 と体液性免疫であ 妙、その闇には相

反性があるといい,佐 々木、赤沼氏⑬ は補体結合

反慮と「ツ」反慮の推移を調べ両反慮減弱する揚合

は初め「ツ」反慮が先に減弱するといい、熊谷氏醐

κ よれば補体結合反磨は「ツ」反慮 と略同檬の経過

をと り、陰性「アネルギー」の揚合は「ツ」反慮が早

期に陰性縛化し積極「アネルギー」の場合は時間的
び

に相互関係は全 く反対 となるとV・い、澹が動物実

験の上で見たところでは補体結合反慮は「ツ・ア」

に遅れて発現 し「ツ ・ア」に先んじて減弱するもの

であるといつている｡

余の場合、陽性寧 を基礎 として観察した場合、

相似 した経過をとつているが、「ツ」反慮 を基礎と

して補体結合反慮陽性者の分布を見 ると次のよう

になる｡印 ち武田須賀井抗原 で はBCG接 種後

20日 目は「ッ」反慮陽性者中43.8%、 「ッ」反磨陰

性者中5α0%で 「ツ」反磨陰性者の方が補体結合

反慮陽性者を含む 率 が 多 く、接種後80日 目は

74.5%と66、7%、190日 目は647%と57.1%、

370日 目は58.3%と48.0%で 何れも「ツ」反慮陽

性者の方が補体結合反磨陽性者 を含む率が僅かで

あるが、多 くなつている｡

B.N.抗 原による 場合 も同様で、接種後20日

目では「ツ」反慮陽性者中補体結合 反慮陽性者は

46・9%、「ツ」反鷹陰性者中には66.7%で 「ツ」反

磨陰性者の方に多 く含 まれ、接種後80日 目は

76・5%と66、7%、190日 目は85.3%と643%、

370日 目は542%と48・0%で 何れ も「ツ」反慮陽

性者の方に多 く含まれている｡

(4)武 睾日須賀井抗原 とBN.抗 原による補体結

合反慮の抗体畠現歌況の関係を武田須賀井抗原を

基礎 として両抗原による反慮の陰性及び陽性の一

致率から見ると、接種後20日80日 目は両抗原

共比較的 よく互に一致 し、その一致率は60%よ

り90%を 示すが、接毬後190日 目に至 り両抗原

の陰性の一致率は僅かに29.4%で 、 武田須賀井

航 原で陰性 となつてもなおB・N・ 抗原による反慮

が陽性に止 まる{列が多いことを示 してV・るが、接

種後370日 目には再びその一致率は70%以 上を

示すに至る｡

第5章 結 論

(1)余 は約50名 の小学校新入学見童のBCG

初接種者に対 し「ツベルク リン」反慮及び補体結合

反慮をBCG接 種前接種後20日80日190日370

日目と5回 に亙 り実施し・その各 々の推移を検討

した｡

(2)「 ツベルク リン」反慮の推移は接種後80日

34_
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目の桧査時が陽性率及び陽性度に於て撮 高 を示

し、以後漸次減弱する｡

〈3)人 体にBCGを 接種 し武田須賀井抗原及び

Boquet-Ndgrest原 をもつて補体結合反慮を実施

した結果一般判定法による陽性藩は極めて僅少で

あつて、疑陽性のものが多数に発現するのを認め

た｡之 はBCG接 種後補体結合抗体の発生を認め

るが・その抗体はかなり微量なものであることを

示す も¢》である｡

(り 疑陽性を検討 し、その発現の推移を陽性率

から見ると・「ツ〈ごルク リン・アレルギー」の推移

と武田須賀井抗原の妨 な蛋白分駈 対慮する抗

体発現の推移曲線は接種後80日 目を最高 として

良 く相似 し、Boquet-Nさgre抗 原のような「リボイ

ド」分屑に対鷹する抗体発現は同時に起るが陽性

i率は190日 臼を最高 として、発現の塘強は前二者

よ抄遅 くまで継続する｡蒲 して之等の抗体は何れ

・も接種後370日 経過 してなお孚数のものは残存し

ているのを認めた｡

(5)「 ツベルク リン・アレルギPt」の駄態 と補体

結合抗体の萬現妖態 との関係は或る時期以後 「ツ

ベルク リン'ア レルギー」発現 しているものに補

体結合i抗体が梢 々多 く発現する傾向がある｡

(6)武 田須賀井抗原 とBGquet-N合gre抗 原によ

る補体結合抗体を比較すると両者共比較的良 く一

致 して発現するが接種後190日 目で武田須賀井抗

原が既に陰性を示す ものにBoquet-Ndgre抗 原が

なお陽性を示すものが多い｡

(7)以 上のことか ら見て8CG接 種を補体結合

反慮か ら観察すると麿が示 した実験的結核感染の

少量感染群の推移曲線に相似していることは興味

深 く1}CG本 來の性質が最 も如実に現われている

ごとを実証した｡

欄筆するに臨み種々御懇切なる御指導と御鞭薩を頂

いた恩師武田教授に深甚なる感謝の意を表すると共に、

実駒対称とした入員と貴重な資料を提供された予防衛

生研究所結核部長柳沢博士、按術習得に種々御指導を賜

り、文御校閲を頂いた緒方教授並びに種 御々援助を受け

た教室め岡野、渡辺学兄に感謝の意を表する竜のであ

るご
轡
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肺結核の外科的療法の植物神経機能

に及ぼす影響

東大分院内科(主 任 坂本秀夫助教授)

平 山 昌 範

緒 言

肺結核患者の植物神経機能異常に関しては、從

來多 くの報告があり、肺結核患者全般の機能歌態

に就 き、或は軽症者及び重症者の機能歌態の相違

に就て論述感 れているが、未だ患者が恢復に向う
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と き、 そ の経 過 を追 つ て の植 物 神 経 機 能 状 態 の変

化 に就 い て は報 告 が な い よ うで あ る｡近 ・春 木 ・

DeutschuHoffmann.Felix.は 、 「ア ド レナ リ

ン」(以 下 「ア ド」と略 称 す)強 陽 性 者 は軽 症 力典 或

は停 止 性 結 核 で あ る と し、 ま た渡 辺 は「ア ド」に反

磨 す る う ちは軽 症 で あ る とい う｡ま た 、近 ・春 木｡

EppingeruHess.DeutschuH◎ffmann、Guth.

DTesel.Felix等 は 、病 変 の進 行 して い る者 、或

は死 亡 の近 い者 でな 、 「プ ド」陰 性、 「ピ ロカ ル ビ

ン」(以 下 「ビ」と略 称 す)陽 性 で あ る と して い る

が 、併 し、近 ・渡 辺 は「ア ド」陰性 者 に於 て も、軽

症 の 者 が 大 部 あ る こ と を報 告 して い る◎結 局 「ア

ド」 陽性 者 は軽 症 で あ り、 陰 性者 は軽 重 相 傘 ぱ し

重 症 者 は 陰性 で あ る とい う こと耽 な る｡上 田 は種

々の 藥 物学 的及 び理 学 的 検 査 に よ り、綜 合 的 に植

物 神 経 機 能 歌 態 を判 断 す る こ と を提 唱 し、肺 結 核

患 者 に於 て は「ピ」に約9割 、「ア ド」に約7割 陽 性

に 反 慮 し、 「ア トロ ピ ン」(以 下 「ア ト」と略称 す)

陽 性 率 は1.5割 で あ る と した が 、軽 旋 者 と重 症者

の 相違 に就 て は触 れ てV・なVc圏 村 はや は り、肺

結 核患 者 は「ア ド」及 び「ピ」に は極 めて 敏 感 で 「ア

ト」 に は鈍 感 で あ る と し、全 植 物 紳 経 不 安 定 、 副
　

交感神経緊張充進、舷に副交感紳経不安定なる者

は、予後不良であるといつている｡輻 島は極々な

る槍査により肺結核 愚者の植物紳経機能歌態を観

察し、一般に副交感神経緊張状態にある者が多 く

交感神経緊張者は主に軽症者に認められ.病 厭の

進展にイ令ρ、副交感神経緊張充進に移行するとい

つ ている｡

余は胸廓成形徳或は肋膜外合成樹脂充填術を施

行せる患者に就き、その手循施行前後に於いて植

物紳経概能の藥物学的及び理学的検査 を行い、肺

結核患者が恢復に向うに從v・、植物紳経機能朕態.

に如何なる変化が現われるかを研究 し、次の如 き

結果を得たので報告する｡

実 駿 方 法

実験の対象は東大分院内科及び外科に入院 して

胸廓成形術、或は肋膜外合成樹脂充堀術を施行せ

る肺結核患者24名 で、手術施行の前後に検査 し

た｡手 衛前の検査は大体手循の1～2週 間前に・

手循後は、最絡の手術が完了してか ら3週 闇以後

に行つたが、相当期間後に検査 した者 もある｡手

術後は患者の多 くは、「レン トグン」写翼｡血 沈 ・

全身歌態等 より制断 して、術前 より軽快乃至は病

勢停止性 となつている｡

1)薬 物学的検査方法;各 藥物に対する反慮の

判定には、主反慮に重 きを置き、副反慮は参=考と

す るに止め、観察時聞は60分 間とし、反慮の著

明のときのみ90分 とした｡

a)「 アド」試験(O.1%ljx化 「アド」0.7cc皮 下

注)、 主反慮:i)血 圧上昇20mm以 上(十 夕、

30mm以 上(井)、40mm以 上(冊)、ii)脈 臆増

加20以 上(十)、30以 上(若)、40以 上(冊)、

iii)著 明な糖尿(尿 は1時 間後に採取)、 副反恋;

i)手 指振顛及び心悸 充進著明の者｡

b)「 ピ」試験(1%塩 酸「ピ」O.7cc皮 下注)、

主反慮:i)流 挺90～150cc〈 十)、150～250cc

(m、250cc以 上(欝)、ii)発 汗は前頭及び胸

部に玉なす汗(十)、 全身に玉なす汗(昔)、 全身流

汗(冊)、φ副反慮:脈 鐸専」曾カロ、多熟感、悪心、嘔吐、

c)「 アb」 試験(O.1%硫 酸 「ア ト」O.7cc皮 下

注)、主反慮:i)脈 騰塘力n20以 上(十)、30以

上(昔)、40以 上(僻)、 副反慮:著 明な日渇、熱

感、心悸充進｡

2)理 学的検査方法

の アツシユネル氏試験;著 明な徐脈、時に嘔

吐を來す ものを陽性｡b)へ 一 リング氏試験:著

明な徐脈及び血圧下降を陽性｡c)呼 吸性不整

脈:中 等度の深呼吸で著明な不整脈を來す者を陽

性 とし、以上何れ も副交感神経過敏の症候 とす｡

d)皮 膚紋画症:赤 色紋画の潜伏時聞の短縮及び

発現強度の強い者を陽性 とし、植物神経不安定の

症候とす｡

実験成績並びに考按

1)手 衛 前 後 に於 け る藥 物学 的検 査 の成 績 は第

1表 に示 す 通 りで あ る｡即 ち、24名 の患 者 に於

て 、 手術 前 は「ア ド」陽 性 者17名 に て 、71.0%、

「ピ」陽性 者 は21名 に て 、875%、 「ア ト」陽 性 者

は3名 に て12・5%で あ るが 、手循 後 は「ア ド」陽 性

者 は15名 にて62・5%、 「ビ」 陽 性 者 は8名 に て
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曳

「

、第1表

手徳前後に於ける藥物学的検査の成績

手 術 雨 手 術 後

レdピ レ トln"1ピ1ア ト
・1+{矧+1+1-1一

21+匪1-+1■ 一

.3i+{唄 引+ト ト
41Tけ1一

51+i+壷 卜1+-1一

6 十 +一 ト

7{+F1+i--1一 ト

81-1+1-1+i-1一

g油i+1■+1■ 一

1・ ■+1■ 一 ト1一

・・i+1+-1-1-1一

・2+1+1-+ト ト

」3、++卜}+卜1一
・4i-1+卜{+1-一

15+_i+ト1-}一 一一1+1一

・61+'1絹 ■+1+卜

・7i+悟 ■ 刊+卜

181+刑 一一一/+t+1一

・gL」 二 ⊥ 三」 ■ 一一ト

一21卜++
22+1+1-++1一

23i+i+卜{++1一

24i+1-1一 トi+1一

㍉

第2表 植物神経系機能状態の分類

降 合 型翻 厳 劇 麺1
ア研 ゾンH+H+十 日 一

ピ効 ルビ瘡+H一 国+H一

アト・ピン■ ■+一+卜+

335%、 「アト」陽性者は皆無であつ た｡以 上の

結果 より判断すると、備後「アド」陽性者は少 し減

じたが有意の差は認められない(危険率37・9%)｡

「ピ」陽性者は著 しい減少を示 し、有意義の差 と思

われる(危 瞼率O・02%)｡而 も「ピ」敏感度が(昔)

よ り(十)に な つ た者が、なお4名 ある｡「 ア ト」

陽性者は備後皆無 となつているから、減少の傾向

にある～=思われるが、有意義の差は断定出來ない

(危瞼率11.6%)｡從 來 の文献では軽快者の「ピ」

反鷹の変化に就いては報告がない様で あ るが、

以上の結果より、手術施行後に患者が軽快して來

ると、「ピ」に対する過敏性が著明に減退して來 る 罐

ことが判つた｡な お手循後軽快 してか ら日数が多

く経過 している者程、陰性となる｡結 局、軽快者

は「ア ド」にのみ過敏で「ピ」及び「ア ト」には過敏で

ない者が、大部分であるといえることになる｡循前

「ピ」反磨陰性であつて、衛後陽性になつた者は1例

のみで叉両側手術を行つた1例 では、1側 のみの

手術後は却つて「ピ」陽性度が強 くな り、爾側手衛

終 了後に経過良好で、治癒傾向が現われてか ら陰

性 となつた例 もある｡3名 の「ピ」陽性度不変の者

は、術後治癒傾向の余 り現われぬ者で、他側の病巣

の活動性になつた者や、氣管枝性播種を起して後

死亡した者等である｡之 等の病駄の軽快或は停止

性 とならぬ者は、なお「ピ」陽性であるといえると

思 ろ｡

2)以 上の各藥物に対する試験の結果を、第2

表に從つて混合型 ・交感型 ・副交感型 ・非充進型

の4型 に分類す ると、手衛前は24名 の患者のう

ち、混合型は15名 で62・5%、 交感型は2名 で

8.3%、 副交感型は6名 で25・0%、 非充進型は1

名で4.2%で ある｡術 後は混合型は4名 で16.7%

交感型は11名 で45・8%、副交感型は4名 で16.7%

非充進型は5名 で2α8%で ある｡以 上の結果 よ

り、衛後は混合型が著明に減少し(危 瞼率0.2%)

交感型は著明に堀伽 する(危瞼率O・4%)こ とが認、

められる｡叉 副交感型 も少し減 じたが有意義の差

は認められない(危険率36.1%)｡非 充進型は壇加

の傾向があるが、有意義の差は断定出來ない(危

瞼傘95%)｡而 して交感型の増加率に比し、混合

型のような両神経の過敏歌態の者の減少及び非尤

○
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進型の増加の率が多V・ことより、衛後病厭が軽快

して來 ると、全植物神経系が衛前 より安定するも

の と推定される¢

3)植 物神経系の理単的検査の結果では・之等

の各桧査の一種以上が著明に琳現した者は、循前

7名 にて29.2%、 備後は2名 で&3%に 減 じた

が、なお有意義の差は断定M來 ない(危 瞼率6・9

%)｡然 し、之等の陽性者は全部、混合型、副交

感型の者であつた｡

総 括

24名 の胸廓成形術或は肋膜外合成樹脂充填循を

施行せる患者の・手衝郁後に於て・藥物学的及び

理学的検査に より、植物紳経機能検査 を行い、次

の如 き結果を得た｡

1)手 術前 「アド」陽性者71・0%、 「ピ」陽性者

87.5%、rア ト」陽性者125%}手 徳後「ア ド」陽性

者62.5%、 「ピ」陽性=者335e/e、 「アト」陽性者は

皆無であつた｡

2)外 科的療法 を行 う程度の患者の大部分は

「ピ」陽性、rア ド」陽性であるが、手循後に病勢が

軽快、停止性となると「ピ」敏感度は著明に減少す

る｡そ の結果,軽 快者の大部分は「アド」にのみ過

敏で、「ピ」及び「ア ト」には過敏でないといえる｡

3)患 者を夫々、混合型、交感型、副交感型・

非充進型の4型 に分けると、術後は混合型が減少

し、交感型が増加 し、全植物棘経系が安定 して來

ると推定される｡

4)植 物神経系の理学的検査にて陽性の者は、

全部、混合型、副交感型の者で、衛後は術前 より

減少 したが、有意義の差は断定出來ない｡
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毒 編 総 会 廣 告

第25回 日本結核病学会総会は下記 の次第にて開催致 します｡

1

2.

3.

会場 会沢市中央公民館(西 町)

期間 昭和25年5月5・6・7日tW

特別講演

第1席

化学療法的並免疫学的研究

金沢大学結核研究所教授 岡 本

第2席 結核を中心とした化学療法並抗生物質療法研究

、

「オ ル トア ミノ フ エノ ーノ稼」 を 申心乏 して展 開 した結 核 に 対す る
鰯

(会長)金 沢大学医学部教授

交 兇 演 設 「ス ト レプ トVイ シ」の臨 床

第1席

第2席

第3席

4.会 員演 読

東京大学医学部教授

大阪大学医学部教授

束化大学抗酸菌病研究所教授

多数

肇 君

日置陸奥夫君

佐 貫々之君

堂野前維摩榔君

海老名敏明君

■
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